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復興デザイン・࢜ࢪࢱࢫのᴫせ

2014 年 8 月 19 日から 20 日にかけての豪

雨に伴う広島土砂災害は、死者数 74 名とい

う甚大な被害をもたらした。

広島市は 2015 年 3 月に「復興まちづくり

ビジョン」を策定したが、地元の自治体や被

災者などの関係者の復興への努力は今も続

いている。復興デザイン・スタジオでは、被

災から 1年経った "今 "だからこそできる現

状への提案を試みること、また、現地視察を

通して地域の今後の論点を抽出することで、

土砂災害からの復興デザインの在り方を現

場から学ぶことを目的としている。

前述の「復興まちづくりビジョン」では、

都市計画道路と砂防堰堤の整備を中心にま

ちづくりを推進している。これら 2つのイン

フラにより、地域の姿は大きく変わろうとし

ている。一方で、地域を形成する生活道路、

農業用水、山林など古くから残り続ける資源

もあり、「変わっていくもの」と「変わらな

いもの」との関係が地域の将来像に大きく影

響していくことが想定できる。

また、「復興まちづくりビジョン」に沿っ

た時系列で地域を見てみる ( 図 1)。顕在化

している既存の問題は、町内会・自主防災組

織の強化や高齢化への対策などである。復興

計画期間においては、被災箇所の空間活用や

都市計画道路の建設によるコミュニティの

あり方の変化や特別警戒区域に伴う立ち退

きなどが議論には余地がある。そして復興事

業が完了した後には、防災意識の低下といっ

た問題が発生する可能性がある。

本デザイン・スタジオでは、地域形成の歴

史やそれを取り巻く文化を学んだ上で、現場

での必死な努力の積み上げを理解し、より良

い将来像を考える。そこで、地域の特性や課
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2015 20252020

2015 20252020

復興計画期間
集中復興期間 継続復興期間

以降以前

都市計画道路と砂防堰堤の整備

レッドゾーン・イエローゾーンの設定

人々の防災意識

町内会・自主防災組織の強化
高齢化への対策

被災箇所の空間利用
コミュニティ形態の変化
特別警戒区域による立ち退き

防災意識の低下

題から 4つのテーマを見出しケーススタディ

を行う。

➨ �❶

ⓗ┠の╔║Ⅼデࢱࢫࢫ࣮ࢣྛ

スタジオでは、以下の 4 つの視点から提案

を行った。

ձ࠙ඵᮌ⏝Ỉ⌜ ⏝ඵᮌࡿࡍ㈨ά㜵災⏕ࠕࠚ

Ỉのࣜ・デザインࠖ

ղ࠙ἢ㐨⌜ 災害復興ࡓࡋ┠╔ἢ㐨✵㛫ࠕࠚ

ᆅᇦᛶのㄆ㆑ࠖ

ճ࠙ሖሐ⌜ ࠖࡿ▱ࢆ土砂ᒣ࡚ࡋ㏻ࢆሖሐࠕࠚ

մ࠙ᆅ༊⌜ ࡘのࠗᆅᇦࡿࢀࡽࡅ⥆ࡳఫࠕࠚ

ࠖ࠘ࡂ࡞

本節では各提案の着眼点と目的をまとめ

る。

ձ࠙ඵᮌ⏝Ỉ⌜ ⏝ඵᮌࡿࡍ㈨ά㜵災⏕ࠕࠚ

Ỉのࣜ・デザインࠖ

復興計画期間の進行と同時に防災意識が低

下すると推測され、来たる災害への対応力は

時間とともに減退する可能性がある。そこ

で、日常的な地域のつながりや文化形成を見

直し活かすことで、災害時の対応力に大きく

寄与できるのではと考えた。地域特有の風景

を形作る歴史的な資源 "八木用水 "に、地域

文化を創生する場としてのポテンシャルを

見出し、用水沿いの空間改変と、プログラム

による復興デザインをスタディする。

ղ࠙ἢ㐨⌜ 災害復興ࡓࡋ┠╔ἢ㐨✵㛫ࠕࠚ

ᆅᇦᛶのㄆ㆑ࠖ

今回の土砂災害は住宅地のみちに沿って被

害をもたらしたが、その「みち」をフィール

ドとした。

図 1　時系列に見る復興まちづくりビジョンと地域の今後の論点
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地域を形成する「みち」並びにそれを意味

付ける沿道空間に着目し、その構成要素を各

時代の生業が表出した「景観」と、非常時に

おける「防災」の 2つの視点から読み解くこ

とを試みる。

地域の防災機能の向上と景観形成に寄与す

るような「地のルール」の抽出と再構築を行

い、それぞれ性質の異なる課題を抱えるみち

の沿道に適用する。

このルールの適用が沿道の一部から地域に

拡大していくことで、歴史を踏まえた新たな

地域性を創出することを目指す。

ճ࠙ሖሐ⌜ ࠖࡿ▱ࢆ土砂ᒣ࡚ࡋ㏻ࢆሖሐࠕࠚ

安佐南区内には 24 基の砂防堰堤が建設さ

れ、一定の安全が担保されるが、その一方

で、人々の災害への意識が時下の経過ととも

に弱まっていくことは、新世代の子どもたち

や新規住民の流入がある限り避け得ぬ事態

だと言える。本提案では、堰堤を通して人々

の災害への意識を繋ぎ、災害とこの地に住む

ことに対する人々の自発的判断力を養うこ

とを目的とした提案を行う。

մ࠙ᆅ༊⌜ ࡘのࠗᆅᇦࡿࢀࡽࡅ⥆ࡳఫࠕࠚ

ࠖ࠘ࡂ࡞

現代、住民同士の地域内でのつながり

が弱まっている中、都市計画道路の整備

により地域が物理的にも心理的にも分

断されてしまう可能性があると考えた。

家のすぐそばに「みちにわ」という小さな広

場をつくることで、地域の人々が無理なくつ

ながり、災害時の共助の助けにもなることを

考えた。また、町内という少し大きな範囲で

地域を捉えたときも、都市計画道路が地域を

分断するものではなく、地域を統合する軸と

なるような提案を行う。

これら 4 つのテーマに基づき詳細なケース

スタディを行う。

次章では、各テーマごとに独自の地域の分

析や論点抽出、およびその考察を行った上

で、提案を行う。各提案の全ての要素を充足

する地域像を想像することは難しいが、今後

地域の復興を考えていく上で重要と思われ

ること、またそれに至るまでの考察のプロセ

スを示している。
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図 2　ケーススタディにおいて捉えた課題の範囲
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⚾たちは、2015 年 5 月 17 日、18 日に⥳

地区からᱵ林地区の現地見学を行った。既に

土▼流はとんど᧔ཤされていたものの、被

害をཷけた家ᒇや土▼流の㊧を目のᙜた

りにし、想像以上にこの土砂災害のᜍろしさ

をឤࡌた。しかし、それだけでなく現地に足

を㐠びឤでこの地域の生活のᵝ子をឤࡌ

ることができた。この経㦂はその後の学内の

₇⩦において非常に大きな⣊となった。地域

の͆日常͇のᵝ子として、⚾たちの目をࡦい

たのは八木用水の存在であった。ᮾすに⦆や

かにたっりと流れる水の流れや、⏿や住宅

と用水との風景のわりが、ึめてゼれた⚾

たちにとって༳㇟῝い景Ⰽであった。

ᥦの㦵᱁ࠉ���

⚾たちは、現行の復興計画で足している

点はないだろうか、のഃ㠃からプローࢳ

できることはないだろうかという問題意識

のもと、地域にとってᮃましい復興の取り組

みを考えた。下に示す 3つの要素がᥞうこと

が、自↛災害への対応として重要であると考

えた。
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ードによる防ᚚ㸦砂防堰堤や都市計ࣁ・�

画道路の建設㸧

ーンなどࢰドࢵザードからの退避㸦ࣞࣁ・

༴㝤区域の指定㸧

・生活防災力の向上㸦防災意識やそれをᨭ

える地域♫会や空間㸧

この中で特に、᭱後にᣲげた「生活防災力

の向上」が現在足している要素なのではな

いか、という⤖論に至った。「生活防災力の

向上」とは、日常生活に防災をビルࢺインし

ていくことを目的としている。

年月が過ぎ、ࣁードの整備やࣁザードから

の退避が進むと、日常の防災意識が低下し、

生活防災力も低下するのではないかと考え

られる。そして、そのような低下が想定され

る生活防災力を、地域の繋がりや空間によっ

てᗏ上げできないかと考えた。しかし、地域

の繋がりは༶時に出来上がるものではない

ので、今のẁ㝵から地域の繋がりを強める

͆✀まき͇を行うことが⌜としての提案のࡡ

らいである。ල体的には、すぐに活ືを㛤ጞ

でき、現行の復興計画が⤊了する 2025 年以

㝆にຠᯝが発できるものとすることを目

指す。

⚾たちはそれをᐇ現する方ἲとして、地域

の八木用水にὀ目し、復興計画として提案を

行う。

ࠉࡾࢃඵᮌ⏝Ỉのᆅᇦࠉ��

ඵᮌ⏝ỈのṔྐࠉ���

まࡎこの地域の積をᢕᥱするため、文⊩、

現地ㄪᰝ、インタビュー➼のㄪᰝを統合し

て、八木用水の歴史をᴫ観する。

⦌⤒ඵᮌ⏝Ỉᘓタのࠉ�����

現在は、用水沿いにከくの住宅と所々に⏿

も見られる。用水ができたのは、もともと農

業用水を☜保するⅭであり、その歴史はỤᡞ

時代にまで㐳る。

八木・⥳地区には、数ከくの古ቡが見つ

かっていることからわかるように、この地

域は少なくとも古ቡ時代から人々の生活の

場であった。人々は㇂ᕝの水を活用しなが

ら、水✄を中心とした農業をႠんできた。Ụ

ᡞ時代になると、安定的に農業用水を取得す

るために㸦現在の八木用水とは異なる㸧用水

がᘬかれるようになった。しかしながら、ኴ

⏣ᕝのὥ水によるỏ℃のために、Ọ続的な用

水の☜保はできなかった。そこで、ᗉᒇやⓒ

ጣらより出された水足解ᾘᥐ⨨のჃ㢪᭩

をཷけて、᱓ཎ༲அ助という大ᕤを➹㢌に八

木用水の建設が行われた。こうして 17�8 年

に⥲ᘏ㛗⣙ 1�NP の用水が完成した。この用

水の完成で、安定的に農業用水が☜保できる

ようになり、水足は解ᾘしᖸばつなどのお

それはなくなったと言われている。Ụᡞ時代

以㝆もこの地域では生業として農業がႠま

れ、八木用水がそのᙺ目をᯝたしてきた。

ඵᮌ⏝Ỉᴫせࠉ�����

用水の取水ཱྀは、㛤๐ᙜ時は༑Ṍ一㸦現「ኴ

⏣ᕝ㐟ᅬ地」ࣂス付㏆㸧にあったが、1919

年のኴ⏣ᕝのὥ水の被害をཷけたために、༑

Ṍ一より 1��NP 上流の㬆に⛣された。しか

し、19�2 年にኴ⏣ᕝ発㟁所ができたことに

より、ኴ⏣ᕝの水が低下するため㬆の取水

ཱྀから取水することが難しくなり、ኴ⏣ᕝ下

流域には発㟁所の余水が流されている。㬆か

ら発㟁所までの間は、㬆でኴ⏣ᕝよりポンプ

で取水した水を発㟁所付㏆まで流し、そこで

再びኴ⏣ᕝに流している。1950 年㸦 25

年㸧には用水路の୕㠃コンࣜࢡーࢺ化によっ

て全㠃的に整備された。年の土砂災害では

ኴ⏣ᕝ発㟁所が被害をཷけ、八木用水は水㔞

が少ない状態が続いた。

Ỉᶵ⬟のኚ㑄⏝ᆅᇦのኚࠉ�����

上述のように用水はỤᡞ時代より農業用水

としてのᙺをᯝたしてきた。しかし、高

ᗘ経῭成㛗期を㏄え、地域の人ཱྀがቑຍし

-  7 -



関わっていくのかその可能性を᥈ってみた

い。

まࡎ一つは、用水が㛗い歴史をもつという

ことである。用水の歴史は、土地改良区が設

⨨している用水沿いの┳ᯈや小学ᰯのᩍ⫱

の題ᮦとして共有されている。用水はᩍ⫱の

場でもあり、地域の共有してもつ資⏘である

と考えられる。それだけでなく、用水沿いの

風景はこの地域に特ᚩを与えている。人ཱྀቑ

ຍに伴い、宅地がቑえ地域の土地用は変化

してきたが、八木用水や用水沿いの空間は変

わらࡎにあり続けてきた。すなわち、用水上

の空間はᏲられ、見通しや地域によこのつな

がりを与えてきたと考えられる。また用水と

⫋業形態の変化とともに農家数が減り、農業

用水としての㟂要は大ᖜに減ってきた。用水

のཷ┈㠃積は、1948 年には 238KD あったが、

2003年には1��82KDまで減っている。一時は、

生活水が流されている時期もあったが、現

在は、一部の家ᗞにとどまっているようであ

る。現在は主として農業用水としてのᙺと

雨水をཷけるᙺを担っている。

⌮⟶ඵᮌ⏝Ỉの⥔ᣢࠉ�����

現在用水は「広島市♲ᅬ町እニࣨ町土地

改良区」により⟶理されている。2015 年 �

月 1� 日に土地改良区への㟁ヰでのインタ

ビューを行い、用水の組合や⥔ᣢ⟶理の問題

点などをఛった。農業用水は組合ဨでわれ

ており、組合は農家から構成されている。組

合の組織構成は下グのようになっている。

(���) は人数を表す。

理事 (12)、ᖿ事 (3)� ⥲代 (33)� 組合ဨ

(21�)

⥲代は組合ဨより㑅出され、年に一ᗘ⥲代

会が㛤かれる。また、資㔠は組合ဨより出さ

れている。用水は័行水ᶒでわれてい

る。

水害対策として、1 時間 4PP 以上の㝆雨が

あると、ᵽ㛛㸦用水の取り入れやᨺ水のため

の㛛㸧のࠉ⟶理者がᵽ㛛をあけ古ᕝやኴ⏣ᕝ

にᨺ水することとなっている。

ただし、㇂ᕝは土地改良区の⟶㎄ではなく

市が⟶理している。

⪄ࠊඵᮌ⏝Ỉࠉ���

ここでは、この地域にとっての用水の౯್

を考えてみたい。

現在用水は、上グのように農業用水と雨ࠉ

水をཷける機能をもっている。しかしなが

ら、農家の高齢化にともなう農業人ཱྀの減少

を㚷みると農業用水の㟂要は減っていくと

ண測される。このような現状の中で、八木用

水が地域にどう関わっているのか、また今後

図 1　八木用水の水路図 
( 出典 :外ニヶ町土地改良区 ) 
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࿘囲との風景の⼥合が興味῝い。⏣⏿と用水

の景Ⰽ、住宅と用水を繋ぐΏし、山ᐜとの

わりがこの地域らしさを⫱んでているので

はないだろうか。

また、用水であることの౯್は人のᡭがຍ

えられているということである。水という自

↛と水路という人ᕤの⼥合である。自↛とし

ての水は農業にᜨみを与える一方、災害をᘬ

き㉳こす要ᅉでもある。人にとって、水とは

ᜨみとᜍれを与えるものである。しかしなが

ら、人のᡭがຍわった水というものに対して

は人は安心ឤを抱くのではないだろうか。ල

体的に、人のᡭがຍわっているということ

は、水路・水㔞がㄪ整されているということ

である。用水の水はኴ⏣ᕝ発㟁所より流され

ており、ᵽ㛛でも水㔞がㄪ整されている。こ

のように、ㄪ整された水というものは安心や

⒵しを与える存在となっているだろう。

用水の地域にとっての౯್は次のようにま

とめられる。

・用水が㛗い歴史をもっていること。

・ᩍ⫱の場となり地域の資⏘となっている

こと。

・地域の土地用が変化しても用水上の空

間がᏲられ、地域に見通しや用水沿いのᶓの

つながりを⫱んできたこと。

・この地域に特ᚩ的な風景をうみ出してき

たこと。

・用水の水が人のᡭのຍわった水として人

に安心ឤを与えること。

⚾たちはこのような観点をもった上で、八

木用水を軸とした分析や提案を行っていき

たいと思っている。

の⌧≧ศᯒ࠸ඵᮌ⏝Ỉἢࡿࡅ࠾ᆅᇦࠉ��

この章では、用水そのものに着目するので

はなく、この地域において八木用水沿いの空

間が日常的にどのようにわれているのか

᳨ドしていく。並びに、災害時の地区の避難

ルーࢺを分析し、避難時に用水沿いの空間が

どう⨨づけられるのか考察する。

ࠉ

⏝土ᆅࠉ���

⏝土ᆅ࡞௦⾲ⓗࠉ�����

八木・⥳地区の土地用について、ᩳ㠃

の下ഃから上へ向かって低地、ᩳ㠃の下➃、

ᩳ㠃地の 3区分で捉える。以下、それぞれに

おける代表的な土地用をグす。

・పᆅ㸸ኴ⏣ᕝ㸩ྍ㒊⾤㐨㸦ᅜ㐨㸧㹼 -5 ྍ

㒊⥺

スーࣃーなどのၟ業設が⾤道沿いにまと

まって分ᕸしている。㏆㞄ၟ業として࿘㎶住

民にわれているか、家㟁㔞㈍ᗑやおも

ちࡷ㔞㈍ᗑ➼の一部ᗑ⯒はやや広域からも

㞟ᐈしていると考える。

・ᩳ㠃のୗ➃㸸-5 ྍ㒊⥺㹼ඵᮌ⏝Ỉ

主に住宅が立ち並んでいるが、㥐࿘㎶にᱵ

林小学ᰯがあるか、බ民㤋などのබ共設

が用水沿いに点在している。

・ᩳ㠃ᆅ㸸ඵᮌ⏝Ỉ㹼ᒣࢃࡂ

土地用としてはᴫࡡ住宅である。八木用

水に㏆いどᪧ来のᩜ地がከく、ᔞ上げした

▼ᇉの上に立てられている住宅や、住宅と農

地がే存しているᩜ地がみられる。一方、┴

Ⴀ住宅やᅋ地などのᡓ後以㝆㐀成された住

宅⩌は、主に山ぎわに㏆いところに分ᕸして

いる。

のศᕸ⏿⏣ࠉ�����

広島市資ᩱに基づき、現存する⏣⏿の分ᕸ

をㄪた㸦ఇ⪔地をྵむ㸧。かつては全㠃的

に農地として用されていたᩳ㠃地に、㣗

い状に住宅がቑຍしていった⤖ᯝとして、ᩳ

㠃地にまばらに⏣⏿が分ᩓしている。�

ᩳ㠃地上部にある⏣⏿は、用水ではなく㇂

から取水している場合もあるという >インタ

ビューより @。用水の㏆くにある⏣⏿は、用

水から水路をᘬき㎸んでおり、ከくの場合は
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㇂ᕝ方向の⾤路に沿って⏣⏿の⬥に回され

ている。また一部ではあるが、⾤区の中ኸに

水路がᘬき㎸まれ、それを取り囲むように農

地が㓄される構㐀の⾤区も存在する。

⥺Ṍ⾜⪅の⏕άືࠉ���

⥺の㏻・㏻学ື㥐ࠉ�����

ᱵ林学区はᱵ林㥐と㌺Ⲕᒇ㥐の中間部分

にあり、通・通学にあたり用する㥐はᒃ

住地の立地によって異なると考えられる。そ

こで *RRJOH� 0DS の経路᳨⣴機能を用いて、

ᱵ林学区内のいくつかの地点から᭱寄り㥐

への経路を☜ㄆし、これをもとに地区内の主

要な通・通学ື⥺を推定した㸦図㸰㸧。

この⤖ᯝから、ᩳ㠃地の住宅から上グ㸰㥐

にࢡセスする㝿はとんどの場合、ᩳ㠃か

らࡰまっすぐ㝆りた後八木用水沿いの⾤

路をṌくルーࢺをとるഴ向が強いと考える

図２　土地利用と生活動線図 

ことができる。八木用水沿いの⾤路は、地区

内のഴᩳ地の下➃にあたるためᖹᆠなṌき

やすいということもあり、ᮾす方向のṌ行者

ື⥺として重要な⨨づけを༨めていると

考えられる。

の㏻学㊰ᱵᯘᑠ学ᰯࠉ�����

八木用水沿いの⾤路は、ᱵ林小学ᰯへの通

学路としても用されており、スࢡールࢰー

ンに指定されている。ᱵ林小学ᰯのṇ㛛およ

び㛛はともに八木用水沿いからࢡセス

できるようになっており、学ᰯ以すからのⓏ

ᰯはṇ㛛から、学ᰯ以ᮾからのⓏᰯは㛛か

ら学ᰯに入ることが考えられる。

⥺のື≀࠸㈙ࠉ�����

日用ရの㈙い物は主に、ᅜ道沿いの南ഃ⾤

区に㞟積しているスーࣃーや㞧㈌ᒇでなさ

れていると想定すると、ᩳ㠃地の住宅からこ

のᗑ⯒⩌へᚐṌで向かうルーࢺは、⥺路をΏ
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図 3　避難動線図

る㝿の踏ษと、ᅜ道をΏる㝿のᶓ断Ṍ道・Ṍ

道ᶫの⨨によってỴ定づけられると考え

られる。したがって、主要なື⥺としては、

八木用水沿いの⾤路から南方向へᘏびる図 3

の㸲本が推定される。

ただし、この地区においてはᚐṌではなく

自家用㌴で㈙い物に出かけるケースもከい

と考えられ、㈙い物ື⥺をᚐṌで用する人

の合が少ない時、そもそも㏆くのスーࣃー

よりも㐲方の大規ᶍᗑ⯒のうがよくわ

れている、といった可能性がある。しかしな

がらこれらの事㡯についてはまだㄪᰝがで

きていない。

の⾤㊰の㔜せᛶ࠸㸸�⏝Ỉἢࡵࡲࠉ�����

以上の分析により、八木用水沿いの⾤路は、

通・通学および㈙い物のṌ行者ື⥺とし

て、地区内で᭱も重要性の高い⾤路であると

⤖論付けられる。

⥺災害の㑊㞴ືࠉ���

ᱵᯘ学༊の㑊㞴ື⥺のศᯒࠉ�����

年の土砂災害をཷけて、ᱵ林学区の方々

が作成した、地区の防災マࢵプをもとに、避

難ື⥺の分析を行った。その⤖ᯝ、防災マࢵ

プで示されている避難ື⥺を 3✀㢮に分㢮し

た。

㸦イ㸧せ㑊㞴ື⥺㸸㑊㞴ᡤ࠺ྥ⤒㊰ࠋ

㸦ࣟ㸧せ㑊㞴ື⥺ࡿࡀ࡞ࡘ㑊㞴ື⥺㸸㑊

㞴ᡤࡣ┤᥋ࠊࡀ࠸࡞ࡽࡀ࡞ࡘせື⥺ྥ

ࠋ㊰⤒࠺

㸦ࣁ㸧୍ࠉᚅ㑊ᡤの㑊㞴ື⥺㸸㑊㞴ᡤ࡛ࡣ

ࠋ㊰⤒࠺ྥᚅ㑊ᡤ୍ࡃ࡞

㸦イ㸧の主要避難ື⥺には、山ഃから用水

ഃに⛣ືする⦪の避難ື⥺と用水沿いや┴

道沿いを⛣ືするᶓの避難ື⥺があること

がわかった。

八木用水沿いの街路
生活避難場所
一時避難所（土砂）
一時避難所（協定済み）
主要避難動線
主要避難動線につながる避難動線
一時避難所への避難動線
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⥺の㑊㞴ື࡛ୖࣉࢵ࣐ࢻザ࣮ࣁ・

図 5 のように、広島┴が指定している土▼

流の「被害が想定される区域」はᱵ林学区一

ᖏに広がっている。そしてちࡻうど八木用水

沿いの࢚ࣜが指定区域の下➃のラインと

なっている。また、ὥ水災害によるᾐ水῝さ

は八木用水をቃにして変わる。すなわち、八

木用水沿いの空間は土砂災害およびὥ水災

害のどちらの被害においてもቃ⏺⥺となっ

ている。用水沿いの空間は、災害による被害

から㐲のく㝿の 1つの目༳となるというわか

りやすさがある。

・ᆅᙧࡿࡼศᯒ

図 4 はこの地域の地形断㠃イ࣓ージを示し

ている。この図からわかるように、ᒃ住地の

広がる山ഃのᩳ㠃はᛴ໙㓄になっているが、

用水沿いでは、ᩳ㠃の໙㓄は⦆やかになる。

໙㓄が⦆やかになることで⦪道を流下する

土▼流が໙㓄の変点でࡏきṆめられると

考えられる。

・࿘ᅖの㛵㐃

また、用水沿いの山ഃには八木用水から取

水している農地が広がっている箇所がከく、

土砂災害の場合山ഃの農地が土砂をཷけṆ

めるᙺをᯝたすと考えられる。

さらに、復興計画では 2025 年までに山ഃ

のᩳ㠃と用水沿いの間に、道路ᖜဨ 1�P の㛗

᮰八木⥺がしかれることとなっている。農地

だけでなく、この道路も土▼流をうけとめる

場所になりうるだろう。

㸦ロ㸧の主要避難ື⥺につながる避難ື⥺

では、主にᶓに⛣ືするために㔛道がわれ

ていることがከい。

生活避難場所としてこの࢚ࣜでは、ᱵ林

小学ᰯと佐ᮾබ民㤋が指定されている。よっ

て避難ື⥺は、山ഃからいったん用水沿いや

┴道沿いまで下りてくる必要がある。⦪⛣ື

からᶓ⛣ືする避難シࣜࢼオとなる。

⥺㑊㞴ືࡿ࠶Ᏻᚰឤのࠉ�����

体ឤとして避難ື⥺を㎺ることで、どのよ

うなឤぬを抱くのか、避難カ⦎でのឤ想や現

地見学での༳㇟をཧ考に推察してみたい。

・ᱵᯘ学༊㑊㞴カ⦎࡛のពぢ

今年の � 月 � 日にᱵ林学自主防災会㐃合会

主ദの避難カ⦎が㛤ദされた。そのཧຍ者の

方のឤ想では、山ഃのᩳ㠃地から用水沿いま

で下りてくると安心ឤがあったという。

・⌧ᆅぢ学࡛の体ឤ

わたしたちが現地見学にゼれた㝿、ᚐṌで

ᩳ㠃を上り下りすることでその໙㓄を体ឤ

することができた。住宅地の広がる山ഃのᩳ

㠃地では、ᛴഴᩳでఱᗘも 復するのは大変

であったが、用水沿いまでおりてくると໙㓄

が⦆やかになりっとしたという経㦂を得

た。災害時、山ഃの住宅地から避難する㝿も、

用水までおりてくることで、このような安心

ឤが得られるのではないかと思われる。

ᛴな山ഃのᩳ㠃地を下ってくると、用水沿

いの空間でᩳ㠃が⦆やかになるというឤぬ

を抱き、⢭⚄的にっとするという༳㇟をも

つということが、日常でも避難時でもいえる

ことなのではないだろうか。

⥺Ᏻの㑊㞴ືࠉ�����

ここでは広島市のࣁザードマࢵプや避難ື

⥺と地形、࿘㎶設との関㐃により用水沿い

の⾤路の避難ື⥺の安全性について言ཬす

る。

図 4　イメージ地形断面 

急斜面 緩斜面

八木用水
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用水沿いの⾤路は、ࠉ

・災害時の被害想定のቃ⏺

・ᩳ㠃から下ってきた時の安心ឤを与える

・ẚ㍑的安全なື⥺

であることが推察できる。

�ࠉᥦࡽศᯒࠉ�� ඵᮌ⏝Ỉࡿࡳ⏕ά

㜵災 �

➨ 1 章では、用水が地域にとってどのよう

に捉えられるか、用水そのものの歴史や用水

࿘㎶の⎔ቃに着目して、地域における用水の

౯್を読み解いてきた。

これらの考察をまとめると、用水沿いをᶓ

方向に⛣ືする避難ື⥺は、

・災害時の被害のቃ⏺としての目༳となり、

・用水沿いの山ഃに⨨する農地や将来計

画されている㛗᮰八木⥺が、一定㔞の土▼流

をཷけṆめると考えられるので、用水沿いの

安全性は┦対的に高まると考えられる。

Ᏻᚰ・Ᏻ࡚ࡋ⥺㸸㑊㞴ືࡵࡲࠉ�����

のࡿ࠶ඵᮌ⏝Ỉἢ࠸の⾤㊰

避難ື⥺の分㢮を行い、ᐇ㝿に避難ື⥺上

をṌく体ឤやࣁザードマࢵプ、地形、࿘囲と

の関係を避難ື⥺に重ࡡることで、用水沿い

の⾤路が特ᚩ的なື⥺として見えてきた。

図 5　梅林 - 八木地区ハザードマップ

( 出典 :広島市 ) 
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➨ 2 章では、地域の土地用や地域におけ

る用水沿いの⾤路が地域にとってどのよう

なᙺをᯝたすか、広域的な視点で分析を

行った。その⤖ᯝ、用水の地域における日常

的な౯್や、用水沿いの⾤路がᬑẁの生活で

よく用されていることが考察できた。ຍえ

て、用水沿いの避難ື⥺が災害時に安全と安

心を与えうることが᫂らかになった。

⚾たちは 0 章で示したように本提案で、防

災を日常生活にᇙめ㎸む「生活防災力」を向

上することを≺いとしている。生活防災とは

の見方をすると、㸺日常から័れぶしんだ

ものだからこそ災害時にもᙺ立てることが

できる㸼という考え方である。そこで、生活

防災という観点からすれば、日常から用さ

れている用水沿いの空間はを災害時に有ຠ

活用できるのではないかと考えた。さらに、

用水沿いの空間は避難時にも安心ឤを与え

うると考えられるので、いっそうこの空間を

活用することは発災時の助けとなるのでは

ないだろうか。

➨ 1 章でも述たように、用水は地域に

とってᵝ々な౯್があると考えられるので、

それらの良さを活かして、地域の生活防災力

を᭱大限ᘬき出ࡏるような提案を目指した

いと考えている。

以㝆、このような考えをもとに、ල体的な

提案内ᐜの考察にうつる。

᪉ࡾデザインのసࢺࣉࢭンࢥࠉ��

ࢺࣉࢭンࢥᥦのࠉ���

用水は住ᡞや⏣⏿の㞄を㟼かに流れ、地域

の͆日常͇の影に㞃れているが、災害時には

地域にとっての͇安心ឤをもたらす空間͇と

して、存在ឤをឤࡌさࡏると考えられた。そ

こで用水に日常的に住民が㞟まり、地域のつ

ながりがⰍ⃰くなることで、災害時に無意識

に用水沿いに避難するというように、「日常

のわれ方が非日常㸦災害時㸧に有ຠにാく」

ような生活防災力が⫱まれることが、本提案

のࡡらいである。

これからㄝ᫂する⚾たちのデザインは、以

下の 2つの方㔪に基づいて行っている。

ࡇࡿࡡ㔜ࢆ㛫ᨵኚ✵࡞ࡉのᑠ࠸㸦�㸧⏝Ỉἢࠉ

ࡇࡿࡍࢆ⏕ᆅᇦᩥの࡛

ẁ㝵ࡿࡍ㈨ୖྥ・㸦�㸧⏕ά㜵災ຊの⥔ᣢࠉ

ⓗࡘ⥅⥆ⓗ࡞デザイン࡛ࡇࡿ࠶

この 2 点のいࡎれにおいても重要なこと

は、日常・非日常それぞれにおけるわれ方

をきめ細やかに想定し、それを空間としてし

つらえることだと考える。以下、日常・非日

常それぞれにおいて想定した場㠃について

の考え方をㄝ᫂する。

・᪥ᖖのࢀࢃ᪉

日常的に用水沿いに㞟う⩦័を作ること

で、災害時に「無意識的に」用水沿いに避難

する思考を養うことができる。そこで、日常

を見ᤣえた用水沿いのデザインにồめられ

る機能は「ఇ᠁する・ヰす・㐟ぶ」場と考え

る。これらの機能を内ໟした空間により、用

水沿いの用機会をቑやし、⦪㸦㇂ᕝ㸧方向

とᶓ㸦用水㸧方向の地域内のつながりを形成

する✀をまくことができる。用水沿いの空間

が地域文化を創生する場として機能するこ

とで、㛗期的に用水は地域内の主要軸⥺とな

りうると思われる。

・㠀᪥ᖖのࢀࢃ᪉

非日常には 2つの場㠃があると考える。

まࡎ 1 つは、土砂災害のグ᠈を⥅ᢎし、㏣

する時間である。時間経過とともに世代が

変わっていき、災害のグ᠈は少なからⷧࡎれ

ていくと考えられる。そこで、᫂日に災害の

グ᠈を␃める空間の形成を目的とする。デザ

インする空間は、៘㟋をồめる重ཌな空間で

はなく、ࡩと心をఇめられる空間であり、⚍

-  14 -



りやⅉ⡲流しなどの特別な時間を共有でき

る場であるようにする。

2 つ目は、災害時の場㠃である。本デザイ

ンは、用水が災害発生に伴う避難時の「目༳」

となることを目指す。用水沿いに作る空間

は、一時退避にᙺ立つ場であることを目的と

し、㞄人の安ྰを☜ㄆしたり、災害のሗを

入ᡭできたりすると考えられる。また、日常

的に㞟まっている空間に▱人と退避するこ

とで、⢭⚄的に安定すると考えられる。

᪉ࡾデザインのసࠉ���

㛫✵ࠉ�����

用水に沿って㐃続的にᒇ᰿のᯫかったእ部

空間㸦ᮾᒇ㸧をつなげて空間を構成する。基

本的にすてእ部空間であるが、の場所と

は㐪う小さなᣐ点的な場としてᒇ᰿をᯫけ

ている。ᒇ᰿の下はእᒚきの場であるが、一

部に小上がりを設けたり、用水へࡏり出す部

分があることでᒇ᰿の下のい方に変化を

つける。また࿘㎶の農地や学ᰯなどと対応さ

てᮾᒇのᣢつ機能変えることで特ᚩ付けࡏ

を行う。

ඵᮌ⏝Ỉ体ࠉ�����

用水沿いに」数のᩜ地をとり、そこに上グ

のᮾᒇを点在さࡏていく。用水沿いの空間が

㐃なっていくことで地域の生活が㞟まり、地

域の軸として機能する。

࣒ࣛࢢࣟࣉヲ⣽デザインࠉ��

タィᩜᆅのᢳฟࠉ���

2� で示したື⥺の分析により、⦪㸦㇂ᕝ㸧

方向の道とᶓ㸦八木用水㸧方向の道は、生活

ື⥺・避難ື⥺に重なっていることが☜ㄆで

きた。そこで、࿘㎶設との関わりに㓄៖し、

既存の住ᡞ・道路などを⛣設・᧔ཤをᢚえ、

᭦地・空地や用されなくなってきていると

思われる⏣⏿、路ഃᖏなどを用する。これ

により、土地取得のための期間やᕤ期の▷⦰

が図れる。また、避難ື⥺を分析することで、

避難路の目༳となる地点や避難所へㄏᑟし

やすい地点もデザインの対㇟とする。用水沿

いに上グのᩜ地を」数抽出し、㛗期的な目ᶆ

として、1 つの空間から次の空間が見え㞃れ

するような一㐃の用水軸の創出を目指す。こ

れにより、用水沿いににࡌみ出た生活ឤが⥺

的に㐃なる空間ができ、より強い地域のつな

がりを生むと考える。

Ỉ㝿のᕪⅬࠉ���

ᩜ地は、土砂災害の被害が大きかった地域

の下流にあたる。つまり、砂防堰堤の完成前

に同ᵝの災害が㉳きた時、もしくは堰堤が設

⨨された以㝆でも想定እの規ᶍの災害が㉳

きた時、㇂ᕝ沿いから土砂が流れ㎸む可能性

がある。また、避難ື⥺を分析すると、࿘㎶

住民が一時退避場所である上組㞟会所・上⥳

ᗂ⛶ᅬへ避難するື⥺の㏵中に⨨する

ことがわかる。そこで、避難時に▐時に㏨げ

㎸める「ᇼ」空間を形成するᮾᒇを計画する。

㇂ᕝから㏨げ㎸みやすいように、ᩜ地のす

部は広場とし、ᮾᒇの山ഃ㠃には土砂や豪雨

から㌟をᏲるቨを㓄⨨する。ቨには㯮ᯈを

け、災害時には࿘㎶住民が安ྰを᭩き㎸んだ

り、必要物資のሗᥖ㍕をしたりできる。日

常では、㈙い物やᩓṌの㏵中に立ち寄りᡞ

➃会議をする場となったり、ᗂ⛶ᅬඣや小学

生の⁀まり場となったりする。

᪥ᖖの␃✵㛫ࠉ���

ᩜ地はᱵ林小学ᰯ㛛からᮾに 90P ど進

んだᕪ点で大ᅜ⚄♫の向かいഃである。こ

の場所はᱵ林㥐から㏆いため通通学ᐈが

ከく通る地点である。またᱵ林学区の防災

マࢵプではこの地点が住民が☜ㄆした土▼

流警戒区域とのቃ⏺であり、ᱵ林小への避難

経路上となっているが、用水沿いに࢞ードが
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ないため༴㝤箇所ともㄆ識されている。

このようなさまࡊまな行Ⅽの⤖節点として

この場所が機能するようなᮾᒇを計画する。

全体が細㛗く用水に沿う形のᒇ᰿をᯫけ、

その下に小上がりのス࣌ースや地域のᥖ示

ᯈなどを㓄⨨する。ᒇ᰿のഴきは用水ഃに下

がっており水のẼ㓄を意識でき、山ഃに㛤け

ている。

日常では㈙い物やᩓṌの㏵中に立ち寄りఇ

᠁したり、立ちヰをすることができる。また

大雨の㝿の避難時には、ここでいったん雨を

しのぎ、㢦見▱りを᥈すなどの一時退避場所

として機能する。

ࡄ࡞ࡘࢆ学ᰯỈ⏝ࠉ���

ᱵ林小学ᰯᰯᗞのཱྀへ通ࡌる道と用水と

の点で、ᩳ㠃ഃへ道が続いている。農地に

ᣳまれており視⥺が㛤ける場所である。災害

時の避難経路ではこの㎷を経⏤して㛛か

ら小学ᰯへ向かうが、日常的には学ᰯのഃ

の㞺囲Ẽの場所である。学ᰯへ通ࡌる道は細

くᱵ林学区の防災マࢵプでも住人の方々か

ら༴㝤箇所だとㄆ識されたようだった。

ここが学ᰯと᥋続しているということを可

視化し、現在となっている場所への入りཱྀ

としてのతまいをᣢたࡏ、機能としても空間

としても子どもたちがえるような場を計

画する。

子どもたちの⛣ືや避難時のືきをㄏᑟす

るように㎷から学ᰯへᘬき㎸むように細㛗

いᒇ᰿をかける。一部の㌺ඛをᘏ㛗さࡏ、⁀

まり、農ල⨨き場、ࢦミ⨨き場、ᥖ示ᯈなど

を設⨨する。

日々のࢦミ出しやᥖ示ᯈを見る、⛣ືの㝿

に立ち寄るなどの日常の活ືのᣐり所とな

ると同時に、࿘㎶の農地は小学ᰯの理⛉や生

活⛉のᤵ業でえるようにする。すると子ど

もたちの活ືが用水沿いからᇉ間見えるよ

うな風景となる。避難時には学ᰯへつながる

ことがはっきり分かると同時に雨をしのげ

る入りཱྀとなる。

᠈グࠉ���

直᥋的に土▼流の被害をཷけた地点で

は、これまで示したような空間をつくる

きではないと考えている。しかし、ᒾ

や水㠃などを用いて、被災した歴史をし

のぶ空間としてデザインすることは可能

であり、災害のグ᠈が㩭᫂な今しかでき

ない試みであるとも言える。ẚ㍑的ᐜ᫆

にᐇ現可能なプログラムとして、ẖ年 8

月 20 日にⅉ⠢流しを行い、そのときᒾか

げにⅉ⠢が⁀まる水㠃を地域住民で一⥴

に═める、といった行事が考えられる。

用水の水㎶の空間が、災害のグ᠈をとどめ、

㏣の思いを共有する場としてありつづけ

ながらも、地域のⓙさんの日常においては、

ㄡかに会えたり、ちࡻっとしたᴦしい出来事

がある、ᒃ心地のいい場所として新たな౯್

をᣢっていく。それが時間をかけて積み重な

るにつれて、地域のなかで大ษにしたい風景

や、地域ᅛ有の文化とよるようなものが出

来上がっていくのではないか。

ࡵࡲࠉ��

　
今後砂防堰堤や都市計画道路が完成するこ

とで土砂災害のࣜスࢡが低減し、災害への意

識がⷧれるタイミングがゼれる。その時期ま

で地域ができることはఱか。現行の復興計画

ではࣂ࢝ーできない、地域の人々の繋がりを

どう強化するか。防災の意識を生活の中にᾐ

㏱さࡏ災害に対応する力を強めるにはどう

するか。この 3点に対し提案を行うことが八

木用水⌜としてのスタンスである。

提案にあたり、地域において八木用水の存

在が重要だということを改めてㄆ識するこ

とができた。それは 4つの観点から付けら
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20 5 10m

N

掘に隠れて
身を守る

早期避難で
隣人の安否確認

谷川の先に
山が見える

水辺に
腰掛ける

子供が黒板に
落書きをする

屋根下で
雨宿り

スピーカーから
災害情報を得る

0 5 10 20m

N

小学校への
避難の入り口

早期避難で
隣人の安否確認

買い物の
行き帰りの挨拶

飛び石で
子供が遊ぶ

隣の屋根空間
が見える

屋根下で
座って話す

屋根と植栽が
ガードレールの役割

図 6　[ 水際の交差点 ] 平面図

図 7　[ 日常の滞留空間 ] 平面図
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N

0 5 10 20m

傘をささずに
駆け込める

小学校の
展示スペース

水生生物飼育
観察の日課

ゴミ箱
地域清掃

住民が子供を
見守る水辺空間

張り出す屋根が
目立つ

図 8　[ あふれ出る小学校 ] 平面図

図 9　イメージパース

-  18 -



1 30 5m

N

水辺に腰掛け
休憩する

レッドゾーンに配慮した
屋根のない空間

被災時の岩による
水辺デザイン

8.20
灯籠流し

住民同士で
追悼の思いを共有する 灯篭を見つめ

用水沿いを歩く

1 30 5m

N

図 10　[ 記憶 ] 平面図 ( 日常 )

図 11　[ 日常の滞留 ] 平面図 ( 祭事 )
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れるだろう。

㸦�㸧㑊㞴の㝿のᚰ⌮ⓗ・ᆅ⌮ⓗቃ⏺ᛶࠉ

㸦�㸧᪥ᖖ⏕ά࡛のᣐⅬᛶࠉ

ᛶᩥࡓࡗకࡀ㸦�㸧Ṕྐࠉ

౯್ࡿࡍ⏝ࢆỈ࡞㸦�㸧㎰ᴗ⏝Ỉࠉ

またそこに流れ㎸む㇂ᕝは、⾤が⫼中に㜿

Ṋ山を⫼㈇っていることを意識さࡏ、地域に

㠃的な水の流れを作る存在である。以上のこ

とから、八木用水は地域をᶓに繋ぐ軸⥺であ

り、㇂ᕝや農地によって㠃的な広がりが作ら

れていることが分かった。

前述のように災害の事前避難において用水

は、心理的・地理的なቃ⏺となっている。つ

まりᩳ㠃地とᖹ地とのቃであり避難経路が

㞟まるため、避難ඛへの中⥅地点である一時

ᚅ避所として機能する可能性をᣢつ。ࣁザー

ドマࢵプを見ると土砂災害、Ἑᕝቑ水の୧方

においても被害想定範囲のቃ⏺であること

が分かる。つまり⚾㐩の提案する場には避難

行ືをᨭえるᙺを期ᚅできる。そしてその

機能を⿵強する意味で、日常生活や文化の中

にその場がᾐ㏱する必要があるだろう。

そこで八木用水沿いに点在するᩜ地を考

え、そこにᒇ᰿をᣢつᮾᒇを㐃続さࡏてい

く。それを࿘囲にあわࡏて特ᚩ付け、さまࡊ

まな機能を用水に㞟めるようにする。そうす

ることで点在するᮾᒇが一㐃の空間を作り、

用水に地域の活ືが向く。᭱⤊的に地域の意

識の中で用水の存在ឤが高まることを目指

していく。

砂防堰堤や都市計画道路とは規ᶍが異なる

ため、それらが完成するまでの間にᱵ林学区

ではᮾᒇを完成さࡏることができる。またᐇ

㝿に計画、着ᕤするまでの間にはⅉ⠢流しな

どのイ࣋ンࢺを行い用水の用をಁすこと

もできる。

今回はᱵ林学区でのල体的な提案を行った

が、これをきっかけとして八木用水が流れる

被災地域全体のデザインにつなげられると

考えている。
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都市ᕤ学ᑓᨷ ♫会基┙学ᑓᨷ

都市ᕤ学ᑓᨷ 建築学ᑓᨷ

ኴ⏣�ឿ 、�Ᏹ⩧

す∹⏣�章士 ⸨⏣�ᝆᶞ

����࠙ἢ㐨⌜ࠚ

ἢ㐨✵㛫ࡓࡋ┠╔災害復興ᆅᇦᛶのㄆ㆑

┠ḟ

��ᥦの╔║Ⅼᴫせ

�����ࠉ 㐨・ἢ㐨✵㛫の╔┠

�����ࠉ ศᯒのどⅬ

�����ࠉ ᥦの㊃᪨

�� ᆅᇦのศᯒ

�����ࠉ ᆅᇦのṔྐⓗኚ㑄

�����ࠉ のኚࡋࡽのᬽࠎே࠸のពྜࡕࡳ

�������㑄

�����ࠉ ヲ⣽ศᯒ̽ࠉᆅᇦࡿ࠶ᬒほ

�����ࠉ ヲ⣽ศᯒ̽ࠉ㜵災ⓗどⅬ࡛ࡓࡳᬒほ

ᆅの࣮ࣝࣝࠖࠕ��

�����ࠉ ᆅᇦのㄞࡳゎࡽࡁぢฟࠕࡓࡋᆅの

�������࣮ࣝࣝࠖ

��ᆅの࣮ࣝࣝࠖのෆᐜࠕ������ࠉ

⏝ᆅの࣮ࣝࣝࠖの㐺ࠕ��

�����ࠉ ⿕災ᆅᇦの㐺⏝��

�����ࠉ 㠀⿕災ᆅᇦᅋᆅ࢚ࣜ

�����ࠉ 㠀⿕災ᆅᪧ㎰ᐙ࢚ࣜ�������

�� ⌧ᅾの復興ィ⏬┠ᣦࡽࢀࡇࡍのᆅᇦ

��ീ

�����ࠉ ⌧ᅾの復興ィ⏬ࡿࡅ࠾㒔ᕷィ⏬㐨

�������㊰����

�����ࠉ ኚࡶࡿࢃの・ኚࡶ࠸࡞ࡽࢃの

�����ࠉ ᆅの࣮ࣝࣝ㐺⏝ࡾࡼ㐩ᡂࡿ࠺ࢀࡉ

�������ᆅᇦീ

㘓࣮ᬒほศᯒのᡭἲ

�� ᥦの╔║Ⅼᴫせ

┠╔の㐨・ἢ㐨✵㛫ࠉ����

安佐南区・安佐区のᩳ㠃を有する住宅地

で土砂災害が発生した。

土砂災害というものの性質と今回の被災地

の山㝿の住宅地という性質を↷らし合わࡏ

ると、土砂の流路、言すると被災区域が地

域の「道」に沿っているということがわかる。

ᡃ々は今回の災害の復興デザインを考える

上で、この地域とそこにᒃ住してきた人のႠ

みの場を形成してきた「道」を今一ᗘ捉え直

すことを試みた。

「道」というものはそのࣁードとしての性

質のに、沿道にఱが存在するかによって大

きくᵝ┦を変える。そのため、今回「道」を

捉え直し提案を行う上で、その沿道空間とと

もに一体的に分析を行い、空間を改変してい

くための提案を行う、というプロセスをとる

こととする。
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���㸬ᥦのどⅬ

今回、道に関する分析を行うにあたって、

歴史的な経⦋と、今回の災害時にどのように

機能したのかという視点から取り組んだ。

歴史的⫼景の分析では、過ཤに主な生業で

あった農業と⤖びついて形成された地か

ら、現代の住宅としての機能に特化した状態

に推⛣する過⛬が見て取れた。そして、この

生業の㊧が現代の地域の姿に残存してい

るということも判᫂した。

一方、今回の災害の性質と⤖びつけた分析

では、災害の性質として῝ኪかつ㞟中的豪雨

によるものだったため、⦪道方向への避難、

すなわち山から㐲ࡊかる方向の避難はከく

はなされなかったということが判᫂した。一

方で土砂がᢲし寄ࡏた⦪道が部分的であっ

たことを見ると、ᶓ方向へ⛣ືして流路をさ

ける避難という㑅ᢥ⫥も考えうる。

以上から、各時代の生業が表出した「景観」

と、非常時にຠᯝ的に機能する可能性のある

「防災」のつの視点から地域の道、沿道空

間を読み解くこととした。

��� ᥦの㊃᪨

この地域に住む人々が、災害のࣜスࢡをㄆ

▱しながらも地域の性質を再ㄆ識し、ࣞジࣜ

に生活し続ける場であることを目的ࢺン࢚

とし、そのきっかけとして沿道空間に適用し

うる「地のルール」を提案する。

「地のルール」とは、この地域の文⬦から

読み取った空間形成のࣃーࢶを読みとき、ᩜ

地ࣞ࣋ルからඛ述の視点、すなわち景観形成

と防災機能に資するよう再構築し、現代に適

用しうる「ᆺ」としたもの、༶ち現代におけ

る地域の空間作りの「作ἲ」である。

�� ᆅᇦのศᯒ

�����ᆅᇦのṔྐⓗኚ㑄

まࡎ前提として、今回課題の対㇟としてᢅ

う広島┴安佐南区⥳・八木地区の宅地㛤発

の変㑄と、それに伴う人々のᬽらしの変㑄に

ついて大まかに㸱つの時代に分けまとめる。

㸦㸯㸧 �� ᖺ௦࡛ࡲ �ᅗ ����

本地区において、一Ẽに宅地㛤発が行われ

るようになったのは 30 年代ࠥ 40 年

代にかけてである。まࡎは㛤発以前のᵝ子を

述る。

古くは、山㝧道と山㝜道を⤖ぶ㞼▼⾤道沿

いを中心に㞟ⴠが形成されていた。Ụᡞ時代

中㡭㸦17�8㸧に八木用水がኴ⏣ᕝよりᘬかれ、

࿘㎶の農地一ᖏが₶って以㝆、主に人々は農

業を生業としてこの地にᬽらしていた。ま

た、歴史的にみてこの地域一ᖏはኴ⏣ᕝのỏ

℃による水害を数ከく経㦂してきた地域で

あり、したがって人々の意識は水害に㞟中的

に向けられることとなり、土砂災害に対して

の警戒はかなりⷧいものであった。土地用

としては、ኴ⏣ᕝから八木用水にかけてのᖹ

地、すなわちኴ⏣ᕝのỏ℃により水ἐしやす

いところは水⏣であったが、ᒃ住地としての

㞟ⴠは自↛堤防上や八木用水より上の水⏣

として適さない土地に、⏿とともに存在して

いた。

㸦㸰㸧 �� ᖺ௦ࠥ �� ᖺ௦๓༙

 30 年代前༙には行ᨻによる町Ⴀ住宅

が、 30 年代後༙から 40 年代前༙にかけ

ては民間による住宅ᅋ地が、それぞれ山林㐀

成などを行いながら既存の㞟ⴠよりも山㝿

に数ከく建設された。宅地㐀成の⫼景として

は、地౯の高い市の中心部に対して地౯の安

い㑹እへと人々が宅地をồめたために、㛤発

ᅽ力が高まったことが考えられる。ᙜ時は、

都市計画ἲ改定前でかつ㛤発チ可など宅地

㛤発にかかるἲไᗘがᮍ整備であり、用㏵地

域は山の方まで一㠃がᒃ住地域として指定

されているのみだった。そのため対㇟地に㐀

成されたᅋ地は、㝮ษりやഃ⁁がないといっ
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ᅗ ࠉ��� �� ᖺ௦௨๓のᆅᇦのᵝᏊ

ᅗ ௦のᆅᇦのᵝᏊ⌧ࠉ���
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ᅗ ࡕࡳ㛤Ⓨ๓のࠉ���

ᅗ ࡕࡳ土砂災害௨๓のࠉ���

た現在規᱁እとなるような住宅ᅋ地になっ

ている。このころから、本地区は「広島のࢵ࣋

ドタ࢘ン」という意味合いが強くなってい

き、地域እに通通学する住民がቑえていっ

た。

㸦㸱㸧 �� ᖺ㸦ἲไᗘᩚഛ㸧௨㝆

 43 年の⥺ᘬき、ཬび㛤発チ可ไᗘไ

定以㝆は山㝿の㛤発は行われなくなった。一

方で広島中心市⾤地のࢵ࣋ドタ࢘ンとして

㛤発ᅽ力自体は┈々高まり、主に農地㌿用に

よるミニ㛤発が進み、ᡞ建て住宅やࣃーࢺ

が既存のᪧ家の間に建設されることにより、

地域全体が建てワまっていった。またこのよ

うな民間主ᑟ㛤発が進行する一方で、

50 年以㝆は土地区画整理事業などの行ᨻ➼

主ᑟの㛤発もᗄつか見られる。

ࡋࡽのᬽࠎேのኚ㑄࠸のពྜࡕࡳ�����

のኚ㑄

本節では、2�1 の歴史を踏まえた上で「道」

に着目し、沿道の土地用や住ᡞ㓄⨨のᵝ

子、人々のᬽらしのᵝ子から、地域における

道のᣢつ意味づけの変㑄を「たてみち」と「よ

こみち」に分けて分析する。その上で、土砂

災害後に復興計画の一⎔として建設が進め

られている都市計画道路㸦㛗᮰八木⥺㸧が

通った場合を踏まえ、ᡃ々が提案するたてみ

ちとよこみちの姿を述る。

㸦㸯㸧㛤Ⓨ๓

「たてみち」はἑに沿うように形成されて

いることがከい。また、山に向かう道の㉳源

は古いものもከく、特に㜿Ṋ山Ⓩ山ཱྀへの

「たてみち」は土砂災害にまつわる退⺬ఏㄝ

㸦⺬⋤ụ物ㄒ㸧の㊧も残る。

住宅は、たて方向ではἑ沿いに㞟まり、よ

こ方向では➼高⥺に沿って㓄⨨されていた。

その住宅間をᇙめるように農地㸦⏿㸧が存

在していた。そこにᒃ住していたᪧ家の人々

は、自宅࿘㎶の⏿にຍえて八木用水より南ഃ
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ᅗ ࡕࡳ土砂災害௨ᚋのࠉ���

に㌿用された。また、そのඛの山㝿には住宅

ᅋ地が建設された。これによって、たてみち

はᅋ地や道沿いの住ᡞとᅜ道 54 ྕとを⤖ぶ

通路としてのഃ㠃が強くなり、「たてみち」

を中心とした生活༢ができていった。また

㌴のᬑཬや農業の⾶退に伴い、㔛道を中心と

する「よこみち」は意味づけが小さくなった

一方で、同ࡌ「よこみち」でもᅜ道 54 ྕの

通機能㸦主に通過通㸧が強まった。

㸦㸱㸧土砂災害ᚋ㸦㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࡀ㛤㏻ࡓࡋ

ሙྜ㸧

復興計画の一⎔として砂防堰堤と都市計画

道路の建設がண定されており、地区内をᶓษ

る㛗᮰八木⥺㸦「よこみち」㸧や堰堤に向かう

山道㸦「たてみち」㸧がそれぞれできる。特に

㛗᮰八木⥺の影響が大きいと考えられ、「た

てみち」に関しては既存のみちの分断が㉳き

通路としての意味合いが弱まってくるこ

と、また今後もたてみち沿いの農地㌿用が進

む場合災害ࣜスࢡに㓄៖されない沿道空間

が形成されていく༴㝤性ももつ。「よこみち」

については本が大きく通機能を担い、㔛

道の意味合いは┈々ⷧれていくと考えられ

る。

㸦㸲㸧⚾ࡕࡓのᥦ

ここまで述てきたみちの変㑄をࡩまえ、

⚾たちはこの提案での「たてみち」と「よこ

みち」の目指す姿を以下のように設定する。

「たてみち」沿道では、土砂流路となる可

能性が高いという災害ࣜスࢡをࡩまえて減

災にᙺ立つ㓄៖㸦土地・ᩜ地用や住ᡞ㓄

⨨、ᢤけや見えの☜保㸧をするとともに、景

観形成も୧立し地域性の創出や山への意識

の⥔ᣢを目指し、日常的に用される空間と

する。「よこみち」沿道は、発災時の防ᚚの

一⎔として㑅ᢥされることを目指しそれに

༶した土地・ᩜ地用や住ᡞ㓄⨨を行うこと

で、日常的用・意識を創出し、その積か

ら非日常の㑅ᢥまでもㄏ発されるようにす

の水⏣や、山やそのᡭ前の➉林なども所有・

用・⟶理していたと考えられる。ᪧ家のᩜ

地は、基本的に㔛道でᣳまれた地形ᕪの少な

い部分によこ方向に広がっていると考えら

れ、生業㸦農業㸧や生活に一␒㏆い㌟㏆な道

として「よこみち」が用され、㏆㞄㏆所付

き合いもよこみちを通してႠまれてきたと

考えられる。一方「たてみち」は、山・八木

用水・水⏣に向かう道として用されていた

と考えられる。

㸦㸰㸧土砂災害๓

「たてみち」沿いの農地はษりりされ、

ᡞ建て住宅、ࣃーࢺ、㥔㌴場といった用㏵

-  25 -



ᅗ ᬒほのᵓᡂせ⣲ࠉ���

マࢵプ㸧のスࣜࢺーࢺビューと現地ㄪᰝの㝿

に影した道ཬび沿道空間が被体の中心

となっているものである。

それぞれの┿において、「ᒇ᰿⥺」「㛤ཱྀ

部」「ሟ」などの建築物の構成要素と、「山ᕊ」

「㟁ಙᰕ」など景観を構成すると思われる地

形や㐀作物を抽出した。これらを景観的にఝ

通った構成の㸳つにグルーࣆングし、本提案

にඛ立ったㄪᰝにおいて㟂要だと思われた

「බ㛤空地」や「⊃㝼な道路」といった空間

は防災性のみならࡎ景観においても重要な

意味合いをᣢつと思われることから、「㛤け

た空間㸦見通しのきく空間㸧я㛢ࡌた空間㸦見

通しのきかない空間㸧」という軸に設定して

さらに細分㢮した。

これらから「たてみち」と「よこみち」の

景観にࡺるやかなഴ向があることが読み取

れる。その㝿に景観を捉えた┿の中で大

きなẚ重を༨める構成要素をグラフ上にᢤ

る。�

上グの提案を行うために、以下 2�3 節では、

現在ある沿道空間を「景観」と「防災的機能」

に着目し分析する。

�����ヲ⣽ศᯒ̽ࠉᆅᇦࡿ࠶ᬒほ

地域の景観保全をᡭがかりとした防災力の

向上を㐩成するく、地域に現存するᅛ有の

景観や空間構成について分析を行った。この

作業では、まࡎ現状の景観をᢕᥱし、景観保

全をಁ進する可能性のある箇所の抽出、え

ば㎷やみちに特有の空間、日本家ᒇや⏣⏿に

᰿ࡊした地域のཎ風景的な㛗所、災害の㝿に

を生ࡌる課題のある箇所などをὙい出

した。

分析には、今回の土砂災害で大きな被害に

㐼った⥳八目ࠥ八木୕目における「た

てみち」と「よこみち」の┿⣙ 80 ᯛを用

いた。これらの┿は、*RRJOH�0DS㸦グーグル・

空地に隣接したみち
や幹線道路を中心と
した開けた沿道空間

見通し：大
囲み感：小

線路や水路などのイン
フラに隣接した連続性
を持った沿道空間

蛇行した、見通しの効
かない奥行きを想像
させる沿道空間

アイストップのある
沿道空間

ビスタの効いた直
線空間

ちち

げ

縦横
み
ち
・
見
上
げ

横
み
ち

横
縦
み
ち
：
見
下
ろ
し

見
下

：

下下

し

縦
横
み
ち
・
そ
の
他

そ

他

塀・ガレージ

標識・看板

山麓

山麓

電柱・電線

植栽

水路

自動車

自動車

開口部

屋根線

屋根線

擁壁・垣根・植栽
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ᅗ �������のᵓᡂせ⣲ࡕࡳ࡚ࡓࠉ ᅗ のᵓᡂせ⣲ࡕࡳࡇࡼࠉ�������

き出したものが図 2�� である。えばイス

プのある空間ではとりわけ「たてみち」ࢵࢺ

を見下ろす方向に㟁⥺がᙇりᕠらされ、山ᕊ

を視ㄆできる㛤ᨺ的な空間を大きく㜼害し

ていることがわかる。また⺬行した見通しの

きかない道はሟやࣞ࢞ージが⊃㝼な道にさ

らにᅽ㏕ឤを付与していることがわかった。

これらの空間的な特性を理解することをᡭ

ጞめに、本提案では各沿道に応ࡌた建物እ観

や᳜᱂、スࣜࢺーࢺフーニࢳュの適用を

示することとする。

�����ヲ⣽ศᯒ̽ࠉ㜵災ⓗどⅬ࡛ࡓࡳᬒほ

以下では、今地域にある風景を防災的視点

でみる。

㸦㸯㸧ࠖࡕࡳ࡚ࡓࠕἢ㐨

風景としては大きく、山の見えや農地部分

の視⏺の㛤けがᣲげられる。このような視⏺
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ᅗ のᵓᡂせ⣲ղࡕࡳࡇࡼࠉ�������

のᢤけや山の見えは、災害時に࿘囲の状ἣと

自分のᒃ場所、これから取るき行ືや⛣ື

を෭㟼に判断するために重要である。次に住

ᡞ㓄⨨や道との࣡࢟の部分について述る

と、住ᡞは「たてみち」からᗞඛをᣳみࡺと

りをᣢって㓄⨨されており、みちと᥋する部

分はሟと᳜᱂により構成されている。⏿だけ

ではなく前ᗞをᣢっているᪧ家も見られる。

▼ᇉによるᩜ地自体のかさ上げもよく見ら

れる。

㸦㸰㸧ࠖࡕࡳࡇࡼࠕἢ㐨

住ᡞ㓄⨨やᩜ地ࣞ࣋ルの事については、

ᪧ家に関しては住ᡞの入りཱྀは「よこみち」

㸦南方向㸧に向いている場合がከい。「たてみ

ち」からᩜ地に入る場合もそのまま⋞関では

なく、ᘬき㎸んでから南向きの⋞関となって

いる。

各ᪧ家は内ഃに農地をᣢっていてᶓにᖜを

もったᩜ地の場合がከく、➼高⥺に沿って▼

ᇉが「よこみち」沿いに続いている景観が༳

㇟的である。また「よこみち」南ഃ㸦ᩜ地⫼㠃㸧

にはᇉ᰿が᳜えてある場合がከく、ᐇ㝿に今

回の土砂災害の㝿に土砂のໃいをཷけṆめ

たと思われる㊧も存在した。

ᆅの࣮ࣝࣝࠖࠕ��

����� ᆅᇦのㄞࡳゎࡽࡁぢฟࠕࡓࡋᆅの

࣮ࣝࣝࠖ

前章では、地域の沿道空間を形作ってきた

「歴史」や「景観」について詳しく見てきた。

そこから、地形や生業に༶して積み重ࡡら

れた空間のい方の「▱ᜨ」が᫂らかとなっ

た。特に㏆代化以前の住まい方は、いかに自

↛とうまく付き合うか、という౯್観の元に

合理性を✺きワめたものであったと思われ

る。そういった「▱ᜨ」から、土砂災害から

の復興を㏄える今もከくのことが学ると

考える。それは、ただ༢に᫇の姿にᡠすこと
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ᅗ ᆅの࣮ࣝࣝࠖࠕࡿࡍ㛵᪉࠸ᆅのᩜࠉ�����

ᅗ ����ᩜᆅのᙧ≧ ᅗ ����ఫᡞの㓄⨨㛫ྲྀࡾ
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ᅗ 㛫✵ࡾࡺ������ ᅗ ����㎰ᆅ

ではなく、その地域での空間作りの考え方を

Ữみ取り、現代におけるᵝ々なᬽらしの要ồ

に応えられるようにすることである。本章で

は、ᡃ々が地域の読み解きから見出した景観

保全と防災・減災に資すると考えられる空間

作りの「作ἲ」㸻「地のルール」を⤂したい。

ᆅの࣮ࣝࣝࠖのෆᐜࠕ�����

ᡃ々が見出した「地のルール」には、住宅

ᩜ地ࣞ࣋ルで適用できる「ルール」と、ᗄ

つかの⾤区を㊬ぎ沿道ࣞ࣋ルで適用できる

「ルール」に分㢮されることができる。前者

はಶ人ࣞ࣋ルで住宅の建て᭰え・ࣜフ࢛ーム

を行う㝿にཧ考され、後者は地域コミュニ

ティないし行ᨻࣞ࣋ルで地域づくりを行う

㝿にཧ考されることを想定する。୧者を同時

にᒎ㛤し、立体的に組み合わࡏることで、景

観と防災・減災に資する「地のルール」が成

立する。

�������ᩜᆅの࠸᪉

㸦㸯㸧�ᩜᆅのᙧ≧

ᩜ地は基本的に図 3�3 に表されるように、

「たてみち」に対してᶓ方向に㛗く取る。現

在㇂➽に住ᒃが㞟まり、「たてみち」が中心

を通っているので、土砂が流れてきた場合、

流路に対してᆶ直方向㸦ᶓ方向㸧はとっさの

避難には有ຠな方向である。ᶓ方向に㛗いᩜ

地であれば、ᩜ地内に避難のれᖜをもたࡏ

るができることとなる。また、ᶓື⥺はⓏり

が⦪ື⥺にẚて少ないため、⛣ືのࣁード

ルも低い。日常的に㏆㞄住宅とつなぐࢡセ

ス道として活用されれば、㏆㞄コミュニティ

の強化にも大きく㈉⊩できる。

㸦㸰㸧�ఫᡞの㓄⨨㛫ྲྀࡾ

住ᡞについては「たてみち」から少しセࢵ

る㸦図ࡏさࢡࢵࣂࢺ 3�4㸧。これは「たてみち」

沿いに流れてくる土砂を避けるⅭだけでは

なく、道路と住ᡞの間に⦆⾪空間㸦「ࡺとり

空間」ཧ↷㸧を作るス࣌ースを創出すること

や、「たてみち」沿いの景観における建物の

ᅽ㏕ឤを解ᾘすることにもつながる。࢚ンࢺ

ランスは「よこみち」向き㸦南向き㸧に㓄⨨し、

ᩜ地内におけるᶓື⥺を☜保さࡏる。住宅の

間取りとしては、ᐷᐊやᒃ間はなるく上ᒙ

㝵の「たてみち」から㐲いഃに㓄⨨さࡏる。�

㸦㸱㸧ࡾࡺࠕ✵㛫ࠖ

「たてみち」と住ᡞの間のᩜ地内の部分を

指す㸦図 3�5� 図 3��㸧。用は目的に合わࡏ

て㥔㌴場、ᗞ、⏿などが考えられる。᳜᱂➼

があると土砂が流れてくる㝿に⦆⾪となる

が、一方で空地化することで土砂をཷける

㸦⁀める㸧空間としても機能する。「たてみち」

沿いに㐃なる「ࡺとり空間」をᡓ␎的に㓄⨨

することで、㥔㌴場̾⏿̾ᗞといった⦪方向の

⦆⾪システムを作ることも考えられ、「たて

みち」沿道の住民のつながりを強めるきっか

けにもなりうる。�

㸦㸲㸧�㎰ᆅ

農地はᩜ地の中でẚ㍑的大きな㠃積を༨

め、とっさの避難時には安全なእ部空間とな
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ᅗ ����᳜᱂ ᅗ ����㧗పᕪฎ⌮ ᅗ �����ఫᡞのࣉ࣮ࣟࢫ

るよう、「たてみち」に対してᩜ地のዟに㓄

⨨する㸦図 3�7㸧。土砂災害が流れ㎸んだ㝿

にはある⛬ᗘそれを⁀める機能も有してお

り、有ຠな⦆⾪ᖏを形成する。また、農地に

は一定の保水機能もあり、地域の生態系にも

῝く関わる地域景観の重要な構成要素の一

つであるため、既存の農地に関しては積ᴟ的

に保全する。�

㸦㸳㸧᳜᱂

ᩜ地のእ⦕部㸦ᩜ地ቃ⏺㸧に適ษに᳜᱂を

㓄⨨することで、景観㠃と防災・減災㠃で大

きな向上を図ることができる。現地の᳜生と

しては低木にࣖࣈコ࢘ジ、マンࣜョ࢘、ள高

木にタࣞࢡ࢝、࢟ࣀࣈミࣀ➼があり、᳜✀を

ある⛬ᗘᥞえることで㐃続性のある地域景

観を作ることができ、特にそれが᥋道部で㐩

成されると、道の視ㄆ性が大ᖜに上がると考

えられる。

また、防災を意識し、᰿がしっかりᙇれる

ᶞ木を山ഃの空地となった空間に新しく᱂

ᇵすることで、土砂災害を発生源から⤯つ㸭

㍍減するຠᯝが期ᚅされる。㜿Ṋ山のᮾᩳ

㠃では、中⭡に࣓ࣖࣄシャビシ林が成立して

おり、これは別名「ࢤࣁシࣜࣂ」が意味する

ように、山地のᔂቯを防Ṇする目的で᳜林さ

れたものであった。

᭦に᳜᱂は日常的に⟶理されるものである

がᨾに、᥋道部の᳜᱂⟶理は、住民の関心を

沿道空間に向けるきっかけとしてຠᯝ的で

あると考えられる。

㸦㸴㸧�㧗పᕪฎ⌮

ᔞ上げは基本的に▼積みで行う。ᶓに㛗く

ᩜ地をとっていれば、八木・⥳地区のഴᩳ

部の住宅はᖹᆒ 3ࠥ 5ẁの▼積みで高低ᕪを

ฎ理することができる。▼をうことは、コ

ンࣜࢡーࢺにẚて水やコスࢺ㠃でඃ

な上、▼同士のかみ合いや大ぶりの▼を基♏

にうことで、強ᅛな▼ᇉを作ることが可能

である。᫇の住人たちは㜿Ṋ山から᥇れる

▼「八木▼」をって▼を積んでいたという

歴史がある。また、住宅は基本的にたて道よ

り高くし、住ᡞへのࢡセスをࣜࣂフࣜー

にする場合はᶓ方向にスロープを㓄する㸦図

3�10㸧。�

�������ἢ㐨の土ᆅ⏝���

土地用の変化は、主に山ഃから八木用水

までの「たてみち」沿いに㉳こっている。大

まかに࢚ࣜで分けると、災害後新しくでき

る都市計画道路「㛗᮰八木⥺」より上の「ᅋ

地࢚ࣜ」、そして都市計画道路から八木用

水までに広がる᫇からの家や農地がከく残

る「ᪧ家࢚ࣜ」である。「地のルール」と

しては基本的にこの構㐀を残しつつ、沿道空

間における変化への対応や保全すき土地

用の方➼に関する考え方を提示したい。

㸦�㸧�✵ᆅのά⏝

まࡎ、今回の土砂災害をཷけ、ᛴഴᩳ地に

対するࣞࢵドࢰーン・イ࢚ローࢰーン指定が

より᫂☜になった。ࣞࢵドࢰーンに指定され

た地区におけるたてみち沿道には、基本的に
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⥳・八木地域のഴᩳ地のまちなみを形

作った重要な要素が地形と生業であったこ

とは前章で述てきた。「農地」というのは

ṇにその୧者が空間として立ち現れた土地

用であり、この地域の空間を規定している

重要な要素である。大規ᶍ㛤発期で農地が宅

地として次々と㌿用されていった⤖ᯝ、住宅

が建てワまり、土砂災害のࣜスࢡも高まって

いった。特に沿道の農地は、景観分析でも述

た通り、視⏺の㛤きに大きく寄与する要素

であり、ഴᩳ地においては⨨ሗ・࿘囲の

状ἣを▱ることが重要であるため、沿道農地

を保全することは景観㠃でも防災・減災㠃で

もᴟめて重要である。

㸦�㸧ఫᏯ㸦✵ࡁᐙ㸧の㌿⏝

地域の高齢化や住宅の⪁ᮙ化により、沿道

住宅に空き家が発生したり、住宅ᩜ地を㌿用

することが考えられる。ಶ々のᩜ地ࣞ࣋ルで

ཧ考にする「地のルール」は前節で示した「ᩜ

地のい方」であるが、道沿いに住宅㌿用が

は住ᒃを目的とした住宅の建設がなされな

いため、空き家化・空地化が進むと思われる。

空地については、防災という観点では防災

空地として有ຠな用ができる。しかし、日

常で用されなくなると災害時にも機能し

ない可能性が考えられる。日常用としてබ

ᅬ・広場➼が考えられるが、空地が新たに生

まれるということは住民が減っているとい

うことでもあるため、空地をබᅬ・広場化す

るのはあくまでもึ期のẁ㝵であり、空地が

ቑえていった㝿には用者のᒙをさらに広

域で捉える必要性も出てくる㸦安佐南区域、

広島市域など㸧。その場合、現地ですでに取

り組みのある「広島市民⳯ᅬ」を空地でᑟ入

したり、㛗期的にᅋ地ࣞ࣋ルで空地化が顕ⴭ

に進んだ場合は、住宅ᅋ地としての用か

ら、自↛බᅬや⎔ቃ学⩦を行う場として土地

用の方をᰂ㌾に変えていくことも㑅ᢥ

⫥としてᣲげられるのではないだろうか。�

㸦�㸧ἢ㐨㎰ᆅのಖ
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ᅗ ᆅᇦࡿࡍ⏝㐺ࠉ���

下の「ᪧ家࢚ࣜ」に分けて、適用を考え

た。

�����⿕災ᆅ༊の㐺⏝ࠉ��

被災地区では、土砂災害による建物ᦆቯが

⃭しく、空地となったᩜ地がከくできてし

まった。そのため、被災家ᒇの再建、ᩜ地の

再㓄⨨などが必要となる地区である。図 4�2

に示すᩜ地内では以下の「地のルール」を適

用する。

・ᶓᖜᩜࡓࡏࡓࡶࢆᆅ

ࡿࡏࡓࡶࢆ㛫ࠖ✵ࡾࡺࠕ࠸㐨ἢ࡚ࡓ�・

・㎰ᆅのಖ

・㎷㒊ศ㜵災✵ᆅࢆタࡿࡅ

地のルール適用後に想定されうる空間像

は、図 4�3 のイ࣓ージ図で示される。

�����㠀⿕災ᆅ༊ࠕᅋᆅ࢚ࣜ ࠉࠖ

同地区に代表されるᅋ地࢚ࣜでは、被災

していないにもかかわらࡎ、土砂災害ࣜスࢡ

の高い地区であり、高齢化・空き家などの問

題が進行しているという課題もある。図 4�4

に示すᩜ地では以下の「地のルール」を適用

した。

・✵ᆅࢆᅋᆅෆඹ᭷広ሙ㸦㜵災✵ᆅ㸧࡚ࡋ

ᩚഛ

・ᩜᆅ⤫ྜࡾࡼᶓ᪉ྥ㛗ᩜ࠸ᆅࢆᣢࡘ

㐃続して㉳こる場合、ᩜ地統合などを通して

一体的に土地用を考える必要性がある。

えば、「よこみち」沿いに㐃続した㌺の住

宅が空き家化した場合、ᩜ地を統合してᶓに

ᖜをᣢたࡏるᩜ地を取ることが可能であり、

「たてみち」沿いに空き家がఱ㌺も㐃なった

場合は、地域の小さな「ၟᗑ⾤」や「㣧みᒇ⾤」

として㌿用されると、空き家問題を㏫ᡭに

取った活性化の✀となる場合も༑分に考え

られる。その㝿に大事になってくるのが自治

会・町内会༢での㐠Ⴀ体ไを整えることで

あるが、広島市中心部からの㏆さという点

を活かࡏば、地域እから㐠Ⴀ者をᘬき㎸むこ

とも༑分可能であると考える。⥳・八木地

域の山ഃഴᩳ地区が㏆代化以㝆「住宅地」と

いうẚ㍑的༢一な土地用をされて来た分、

これからは空き家からከᵝな活ືが生まれ

るポテンシャルが༑分にあるのではないか。

㸦�㸧土▼ὶᑐࡿࡍ⦆⾪స⏝

土▼流が発生した㝿、「ᅋ地࢚ࣜ」から「ᪧ

家࢚ࣜ」にかけて、土砂に対する広域の⦆

⾪システムが考えられる。まࡎ、ᅋ地࢚ࣜ

ࢵࣂࢺࢵでは「たてみち」沿道の建物をセ

して建てることで、土砂の流路を広げ、流ࢡ

㏿をⴠとすことができる。新しく建設される

都市計画道路「㛗᮰八木⥺」は土砂をᶓ方向

にཷけṆめる重要な⦆⾪ᖏとして機能する。

᭦に都市計画道路より下に土砂が流入した

㝿、「ᪧ家࢚ࣜ」の農地や空地が土砂をཷ

けṆめ、⁀めることで有ຠな⦆⾪作用をᯝた

す。この広域の⦆⾪システムの࣋ースとなる

のが、ಶ々のᩜ地ࣞ࣋ルで適用される「地の

ルール」である。

⏝ᆅの࣮ࣝࣝࠖの㐺ࠕ��

抽出した「地のルール」を、ᐇ㝿に⥳・

八木地域に適用する。今回の土砂災害で被災

のあった地区、被災していない地区、そして

その中でも᭦に山ഃの「ᅋ地࢚ࣜ」とその
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ᅗ ����⿕災ᆅ༊の㐺⏝イ࣓࣮ࢪᅗ
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ᅗ ����㠀⿕災ᆅ༊ᅋᆅ࢚ࣜの㐺⏝イ࣓࣮ࢪᅗ

のᩜ地のい方がなされている場所がከく

あり、基本的には保全していく方㔪である

が、建物の⪁ᮙ化や空き家化により再建し・

ᩜ地統合の必要性が出た場合に、図 4�� に示

すように以下の᧯作を行うことが考えられ

る。

の๓ᗞ࡚ࡋ㛫ࠖ✵ࡾࡺࠕ・

地のルール適用後に想定されうる空間像

は、図 4�5 のイ࣓ージ図で示される。

�����㠀⿕災ᆅ༊ࠕᪧᐙ࢚ࠖࣜ

ᪧ農家がከく残るこの地区では、᫇ながら
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ᅗ ����㠀⿕災ᆅ༊ᪧᐙ࣮ࢰンの㐺⏝

ᅗ ����㠀⿕災ᆅ༊ᪧᐙ࣮ࢰンの㐺⏝イ࣓࣮ࢪᅗ

「地のルール」の適用をイ࣓ージしたスケࢵ

はあくまでも理想像を示しているが、沿道ࢳ

空間に対するちࡻっとした᧯作が見えを変

えるだけではなく、場所のイ࣓ージ形成を変

え、⤖ᯝとして人々の行ືにも変ᐜをもたら

すことが期ᚅできる。

ᆅのᩚഛ✵࠸㐨ἢ࡚ࡓࡿࡼࢡࢵࣂࢺࢵࢭ・

・㎰ᆅのಖ・ά⏝

・᳜᱂のྲྀࡾ㎸ࡳ

ࡆᔞୖࡿࡼࡳ✚▼・

地のルール適用後に想定されうる空間像

は、図 4�7 のイ࣓ージ図で示している。
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����ኚࡶࡿࢃの・ኚࡶ࠸࡞ࡽࢃの࣮ࠕᆅの

ࡿ࠼ᤊⓗືࢆ࣮ࠖࣝࣝ

本✏でᡃ々がまとめた「地のルール」は復

興における現ẁ㝵のものであることを示し

たい。「地のルール」は地域の歴史・文化の

文⬦を読み解き、そこに復興において必要と

される防災・減災の視点をຍえて見出された

ものであることを考えると、㛗期的なスケー

ルで考えた㝿、「歴史的文⬦」は積み重ࡡら

れるものであり、空間を作るཎᆺとしての作

ἲを変㡯㸦基♏㸧として、そこから時代ご

との特ᚩを⧳っていきながら成㛗するື的

な観点をᣢつことは重要である。これからの

⥳・八木地区がどのように変わっていくの

か、ண測することは難しい。「2014 年の土砂

災害」というのも地域の姿を大きく変えた事

㇟であった。「地のルール」は時代ごとにಟ

ṇされていくことで、地域においてఱが変わ

らないものなのか、ఱが変わっていったのか

を改めてㄆ識することができるのではない

かと考える。

����ᆅの࣮ࣝࣝ㐺⏝ࡾࡼ㐩ᡂࡿ࠺ࢀࡉᆅ

ᇦീ

「地のルール」を適用することが地域の防

災・減災力を高めるだけではなく、地域性が

「地のルール」から再ㄆ識され、⥳・八木

地域に住む人々がより地域にឡ着をᣢって

これからもᬽらし続けている地域像をᡃ々

はᐇ現したいと強く思っている。

᥋道᳜᱂によって視ㄆ性が高まった道、ᡓ

␎的に沿道に作られた空地や農地によって、

防災・減災力を大ᖜに向上さࡏた沿道空間が

出来上がる。そして᫇からの空間作りの「作

ἲ」によって創られた沿道空間は地域の歴

史や文化の文⬦をきちんとཷけ⥅いだ場所

として、地域の日常にも「よりどころ」を提

౪する。それは無意識に地域に住む方々に安

心ឤやᒃ心地の良さを与え、道をして人々

�� ⌧ᅾの復興ィ⏬┠ᣦࡽࢀࡇࡍのᆅᇦ

ീ

�����⌧ᅾの復興ィ⏬ࡿࡅ࠾㒔ᕷィ⏬㐨㊰

ᡃ々が沿道空間に着目して復興を考える以

上、現行の復興計画における都市計画道路に

ついては考えてなければならない。都市計画

道路「㛗᮰八木⥺」は広域避難用道路とし

て整備されるとのことで、「地のルール」に

おける沿道の土地用では、⦆⾪ᖏとして防

災・減災に大きく寄与できるとホ౯した。し

かし、日常の用では都市計画道路より上の

㸦山ഃの㸧住人にとって、たて方向の⛣ື㸦特

にṌ行による⛣ື㸧の㜼害や、コミュニティ

の分断が問題視されている。

⦪方向のつなぎに関しては道路の構㐀設計

となり、本✏では踏み入った᳨ウを行わない

が、地域景観に着目してきたᡃ々にとって、

都市計画道路が視⥺のᢤけを大きく㜼害す

る要ᅉであってはいけないと考える。そのた

め、道路のἲ㠃はᆶ直のቨ状にするのではな

く、ഴᩳをᣢったスロープ状にし、山ഃの住

宅地への視⥺のᢤけを☜保することが大事

である。

都市計画道路沿道の空間はコンビニや⸆ᒁ

など生活ࢧービスの機能をᣢった建物が作

られることが考えられ、それらは⥭ᛴ時には

避難場所として機能する場合も考えられる

が、日常的にはコミュニティから独立した地

域インフラであるため、ᚑ来のᅜ道・┴道の

ᵝなື⥺としての機能が強ㄪされた道にな

る可能性が高い。都市計画道路整備ண定地沿

道における現在の土地用をᑀに読み取

り、地域の住民がࢧービスをாཷするだけで

はなく、提౪するഃにもなれる地域インフラ

を整備し、それをつなぐ道として都市計画道

路を⨨付ければ、より地域に༶した道にな

り、「分断」という課題を少しでも解ᾘでき

るのではないだろうか。
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の活ືがわり、それがこれからのコミュニ

ティや地域活ື形成の土ྎになることを、期

ᚅする。

࠙ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ

・広島市�(2015)��「ᖹ成 2� 年 8 月 20 日豪雨災害復興ま

ちづくりビジョン (ᴫ要∧ )」

・広島市�(1980)��「佐ᮾ町史」

・ᅜ土通┬土地・水資源ᒁ�(2002)��「土地保全図㸸広

島地域」

・自↛災害⛉学⥲合◊✲⌜�(1988)��「᳃林の土砂災害防

Ṇ機能に関する◊✲」
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㘓 ┿ἢ㐨のࡸࡕࡳ��

㘓 ��ᬒほのᵓᡂせ⣲のᢳฟ

㘓 �ᬒほศᯒのᡭἲ

ここでは、図 2�� に示された景観の構㐀化

に用いた分析ᡭἲを図示する。

1 の┿は、�3 のマࢵプの⨨・向きで

影されたものである。これを 2 のように要

素抽出した上で、4 の軸に沿って各┿のプ

ロࢺࢵを行った。

その⤖ᯝ、本文中の図 2�� にあるような構

成要素と、それによって構築される景観の対

応関係が᫂らかになった。
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㘓 ��ᵓᡂせ⣲のศ㢮
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3-3. 堰堤班

建築学専攻 国際協力学専攻

建築学専攻 都市工学専攻

石川 堯子 DOAN LE HAI NGOC

木村 恒希 中島 悠輔

堰堤を通して山と土砂を知る

人々の心理的変化に着目して

目次

1.背景

 1-1. 土砂災害の発生と復興計画策定の流れ

 1-2. 砂防堰堤の整備とその影響

 1-3. 問題意識

2. ケーススタディ

 2-1. スタディ概要

 2-2. 敷地の概要

 2-3. 空間のコンセプト

 2-4. 空間の概要

 2-5. 空間利用の例

3. まとめ―長期的な将来像

1. 背景

1-1. 土砂災害の発生と復興計画策定の流れ

土砂災害は土地や建物など空間の利用に劇

的な変化をもたらし、時には被災した地域の

形を大きく変えるきっかけになる。土砂災害

自体による地形変化ももちろんだが、その後

の整備や対策によるところもかなり大きい。

平成 26 年 8月 20 日に発生した広島土砂災害

で広範囲に被害を受けた広島県広島市安佐

南区も例外ではない（図 1）。今回の災害に

伴い、広島市は平成 26 年 10 月 7 日に「平成

26 年度 8 月 20 日豪雨災害復興まちづくり本

部」を設置し、平成 27 年 3 月 25 日に本格的

な復興計画、「平成 26 年 8 月 20 日豪雨災害

復興まちづくりビジョン」（以下、復興まち

づくりビジョンとする）を策定しており、安

佐南区においても 24 基の堰堤、都市計画道

路、雨水排水施設等が新たに造られることに

なり、街の景観を大きく変化させることが予

想されている。

復興まちづくりビジョンの概略を以下に示

す。

図２　復興まちづくりビジョンの対象範囲（広島市 ,2015）
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図 1　広範囲に⿕害をཷࡓࡅᏳబ༡༊（7KH +XI㸚QJWRQ 3RVW,2014）

図 3　ඵᮌ࣭⥳地༊　復興まちづくり概要図（広島市 ,2015）
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安佐南区ඵ木࣭⥳地区を中ᚰとした広範

囲にࢃたって被害を受けた ㇟の地区を対ࡘ5

とし（図 2）、ఫẸが発災後も安ᚰしてఫࡳ

⥆けられる災害にᙉい安な街をࡘくるこ

とを基本᪉㔪とした計画で࠶る。災害発生か

ら平成 36 年度までの 10 年間を復興まちづく

りᮇ間と置づけ、このᮇ間中に の施策ࡘ5

をᐇ施する。

まࡎ 1 Ⅼ┠が、土石ὶからᏲるたࡵの 5 地

区計 82 ὶでの砂㜵堰堤の整備で࠶る（図

3）。≉に、安佐南区ඵ木࣭⥳୍区では広島市

᭱ከᩘで࠶る 24 基の砂㜵堰堤が整備される

（図 4）。2 Ⅼ┠は都市計画道路や生ά道路の

整備、3 Ⅼ┠は豪雨の際のฟ水から市街地を

Ᏺる雨水排水施設の設Ⴀで࠶る。これらは災

害発生時の㑊㞴路☜ಖにᙺ❧ࡘもので࠶る。

4 Ⅼ┠はఫᡞがቯとなったୡᖏがఫᏯを

建するሙྜに 1�000 をᨭ⤥するなど、⌧

地建を希ᮃしているఫẸのᨭで࠶る。

᭱後に 5Ⅼ┠が被災した地ඖ㞟ᡤのよ࠺に

地域の被災⪅のඹ᭷㈈⏘等の被害でබ的ᨭ

がཬࡤないものの復ᪧᨭで࠶る（広島

市 �2015）。

これらの施策によってᙜヱ地域は大きくጼ

を変えるだろ࠺（図 4）。

1-2. 砂防堰堤の整備とその影響

1-2-1. 復興まちづくりビジョンと砂防堰堤

復興まちづくりビジョンの施策の中で᭱も

物⌮的࣭どぬ的࣭ᚰ⌮的ᙳ㡪力が大きいと⪃

えられるのが、砂㜵堰堤で࠶る。

今回の土砂災害で、安佐区ෆに࠶る計 8

基の砂㜵堰堤が土石ὶをせきṆࡵ、下ὶ域に

のὶධを㜵いだ୍᪉、堰堤がなるఫᏯ街࠶

かったྠ区のྍ部ᮾ 6┠や安佐南区では土

石ὶがఫᏯ街にᢲしᐤせ、大きな被害がฟた

（⏘⤒ :E67�2014）。このことから、安佐南区

の被災地域では「堰堤を᪩くసってḧしかっ

た」などのពぢが࠶がった。このよ࠺な≧ἣ

を受け、市はඵ木࣭⥳地区でも堰堤を整備

することをỴ定したと⪃えられる。

計画されている堰堤は㏱㐣ᆺ堰堤で࠶り

（ὀ 1）、土砂が୍度に大㔞にὶฟするのを㜵

川のୖ࣭中ὶ域における水の㣗力࣭㐠、ࡂ

ᦙ力をᙅࡵるຠᯝが࠶る（図 5�6）。24 基の

ᕧ大な堰堤によって、ᙜヱ地域は 100 年に୍

度の豪雨による土石ὶでさえも被害をᢚえ

られるとい࠺（中国新⪺ �2015）。

1-2-2. 砂防堰堤ࡀཬࡍࡰ影響

図 4　10 ᖺᚋのᏳబ༡༊（広島市 ,2015）
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しかしᥖࡆられているᙉ大な安ᛶの୍

᪉、堰堤はᵝࠎなస用ともるᙳ㡪をཬ

。すと⪃えられるࡰ

ձ景ほの影響

まࡎは景観的なᙳ㡪だ。堰堤には࿘㎶地ᒣ

を変≧させる力が࠶る（図 ࣮ࣜࢡンࢥ。（7

るだけでも大きな㐪࠶のᕧ大なሢがᒣにࢺ

ឤを伴࠺だろ࠺（図 8）。

ձ⎔ቃの影響

ḟに⎔ቃのᙳ㡪だ。堰堤はをศ᩿し㨶

㢮のከᵝᛶをప下させてしま࠺。ᾏ道では

堰堤ୖὶでࢼ࣡やࢫ࣐ࣛࢡࢧ等がጼをᾘ

していることがࢃかった。さらに㦵ᮦ㊊

も堰堤のᙳ㡪のࡦとࡘだ。下ὶの土砂౪

⤥がṆまり、㦵ᮦが㊊してしま࠺。㊊ศ

を⿵࠺たࡵのᒣやᾏᗏ、⏣⏿の᥀๐が新た

な⎔ቃၥ㢟にࡘながるともゝࢃれている（⏣

ཱྀ �2008）。

ճ心理的影響

こ࠺いった物⌮的なᙳ㡪もཤることなが

ら、堰堤はேࠎのᚰ⌮にᙉくാきかけ、ᚰ

⌮的変化をもᘬき㉳こす。ල体的には堰堤

のᏑᅾがேࠎの土砂災害の༴ᶵព㆑をప

下させることが࠶るのではないかと⪃えた。

㐣ཤにもそ࠺いったཎᅉで大きな被害をᘬ

き㉳こした例が」ᩘ☜ㄆされている。㮵ඣ島

県ฟ水市㔪ཎ川の砂㜵堰堤は⥲㈓砂㔞 2  2

༓❧᪉࣓࣮ࣝࢺとされていたが平成 �年 7月

図 5,�　砂防堰堤のാࡁ（ᅜ土通┬ 㛵ᮾ地᪉整備ᒁ
ᐩኈᕝ砂防ົᡤ ,2012）

図 �　ⵦ⏣ᕝ流ᇦの堰堤にࡼる࿘㎶地山の変≧
（ᑠ㣤ሯ ,ὸ ㄔ ,2014）

図 8　堰堤の模型（資料からの想定）
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の土砂災害により 20 ❧᪉࣓࣮ࣝࢺの土砂

がὶฟし、21 ྡのをዣった。また、㛗㔝

県ᒸ㇂市‖地区では⣙ 12 ὶに砂㜵堰堤 20

基が整備されたが、平成 18 年 7 月に発生し

た土石ὶではṚ⪅10ྡがฟた。これらの࣮ࢣ

࠺とい࠺ろ࠶は堰堤ができたから安でࢫ

ゎ㔘や、そもそも土砂災害など㉳こりえない

だろ࠺といった༴ᶵព㆑のప下が、ఫẸを㑊

㞴⾜ືから㐲ࡊけたことによってᘬき㉳こ

図 �　堰堤の⤒ᖺຎ化࣭ᦆയഴྥ
（長㔝┴ᘓタ㒊砂防ㄢ ,2014 ）
ὀ㸸㯮Ⰽࠕࡣຎ化࣭ᦆയࠖࡀ☜ㄆࡉれࡓタ　

図 10　ఫẸの災害の意識の変㑄
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されたのではないか。

մ≀理的㝈⏺

また、ここでྠ時に堰堤のᑑが⣙ 50 年

で࠶るとい࠺こともᢲさえておかなくては

ならない。ࢥンࢺ࣮ࣜࢡのຎ化が大きくな

る 50 年後には、ࡧࡦれ、₃水、ኳ➃ᦶ⪖

等が㝶ᡤに生ࡌ、時間とともに安ᛶがᢸಖ

できなくなっていくとい࠺（㛗㔝県建設部砂

㜵ㄢ �2014）（図 �）。堰堤には以ୖのよ࠺な

㝈⏺が࠶るとい࠺ことを⌮ゎするᚲせが࠶

るだろ࠺。

1-3. 問題意識

1-3-1. 防災意識の変化

ᡃࠎの⌜は、≉に堰堤がえるఫẸのᚰ⌮

的変化に╔┠した。ඛの地域の例にぢられ

るよ࠺に、ఫẸの災害に対するព㆑や㛵ᚰは

災害の発生後から復ᪧసᴗがし、砂㜵

堰堤が成するまではẚ㍑的に㧗く⥔ᣢさ

れているが、堰堤成後にはᚎࠎにప下して

いくと⪃えられる（図 10）。≉に、災害のᵝ

┦がぢてྲྀれなくなった時ᮇに生まれた子

どもたちや、新つに地区から㌿ධしてきた

ேࠎは、この地域がまた土砂災害にくࢃれる

ྍ⬟ᛶが࠶るとどの⛬度⌮ゎするだろ࠺か。

地域体としての災害ព㆑はᚎࠎにప下し

ていくことになるだろ࠺。

復興まちづくりビジョンがᥖࡆた「ఫẸが

発災後も安ᚰしてఫࡳ⥆けられる災害にᙉ

い安なまちづくり」をᐇ⌧させるたࡵに

は、ࢻ࣮ࣁ㠃でのᨭだけではなく、ఫẸの

᪉の災害に対するព㆑をᖖにྥୖもしくは

⥔ᣢすることが㔜せで࠶る。ఫẸが「この地

域の土砂災害の༴㝤ᛶ」や、堰堤のᯝたすᙺ

や㝈⏺にࡘいてもṇしくㄆ㆑できること

が㔜せが⪃えた。

1-3-2. グ᠈の⥅ᢎ

安佐南区のඵ木࣭⥳地区では発災後、ே

ཱྀが⣙ 1�000 ேῶᑡし、その中でも≉に 0㹼

12 ṓと 23 㹼 32 ṓのⱝいୡ௦のῶᑡが㢧ⴭ

で࠶った（⾲ 1）。広島土砂災害を⤒㦂した

ⱝいୡ௦のᒃఫ㌿ฟと地域にṧったୡ௦の

㧗㱋化は、今後、今回の災害⤒㦂のḟୡ௦や

新つఫẸの⥅ᢎを㞴しくすると⪃える。今

後豪雨や地㟈による土砂災害発生時に、ே的

被害を㍍ῶするたࡵには、ⱝいୡ௦や地域に

新しく⛣ఫしたୡ௦を中ᚰに土砂災害にࡘ

いての⌮ゎを῝ࡵ、㜵災ព㆑のྥୖを図って

いくᚲせが࠶る。さらに、これど堰堤のᩘ

が⊃い範囲で㞟中している地域は国的に

ぢても⛥で࠶り、24 基の堰堤とい࠺ᕧ大な

ませるのかとࡌをいかに地域になࣛࣇン

い࠺ㄢ㢟のୖに、それらを࠺まくά用するこ

とが土砂災害復興のࣔࡦ、ࣝࢹいてはᛴഴᩳ

地のఫまい᪉のࣔࣝࢹとして国に発ಙし

ていけるྍ⬟ᛶを⛎ࡵていると⪃えた。

（ὀ 1㸸復ᘓㄪᰝタ計ンタビࣗーにࡼる）

⾲ 1　Ᏻబ༡༊の人ཱྀືែᖹᡂ 2� ᖺ � ᭶ࡽᖹᡂ 2� ᖺ
3 ᭶ᮎま࡛の人ཱྀືែ（広島市の⾤目ูᖺ㱋ู人ཱྀを
ᇶにసᡂ）
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2㸬ケーススタディ

2-1. スタディ概要

土砂災害の㉳こりᚓる土地で࠶るとい࠺グ

᠈࣭▱㆑がᚎࠎに⾶㏥し、㜵災ព㆑や土砂災

害に対する自発的なุ᩿力がప下していく

ことをචれるたࡵ、土砂災害に対する೫りの

ない▱㆑をᚓることのできるሙ࣭空間を設計

する。ここでは、ձఫẸの土砂災害のグ᠈の

㢼化を㜵ࡄとともに、地域外からの新つఫẸ

や、土砂災害後に生まれたୡ௦が土砂災害に

対するṇしい▱㆑や、この土地に対するṇ☜

なሗをᚓられるよ࠺なᶵ⬟をᣢࡘとྠ時

に、ղ地域にとって㈰ࢃいを生ࡴሙとなるよ

ことで、日ᖖ的にも利用ࡴ㎸ࡳ⤌なせ⣲を࠺

できる空間とすることを⪃えた。

2-2. 敷地の概要

2-2-1. 広ᇦのどⅬ

図 11　敷地となるඵᮌ 3目 �㉥の⥙ࡣࡅ⿕災地 �

図 12　敷地となるඵᮌ 3目⿕災地
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災害の発生ྍ⬟ᛶをᢕᥱしないまま新たに

ேࠎをࡧᐤせることに⧅がるᜍれが࠶る。

ができることにより㐣な安ᚰが生ࢻ࣮ࣁ

まれ、災害のព㆑がⷧれることは災害復興

がᢪえる▩┪で࠶る。これからの災害復興は

災害のയをಟ復するだけではなく、その土地

の災害の発生ྍ⬟ᛶをྍど化する⾜Ⅽがᚲ

せで࠶ると⪃えた。

今回のᩜ地では、この土地の≉Ⰽで࠶る土

砂災害の発生ྍ⬟ᛶをྍど化し、災害が㉳

こった土地で࠶ること自体のグ᠈を⥅ᢎし

発ಙしていくሙとしてのព⩏がồࡵられる。

この空間を㏻ࡌ、ேࠎは砂㜵堰堤によって㐽

られるᒣのかたちを⌮ゎし、災害のグ᠈を⥅

ᢎしていくことを┠ᣦした。

またྠ時にその┠的が⥔ᣢされるたࡵに、

地域に㈰ࢃいを生ࡴ広ሙとしてのᶵ⬟も㏣

ຍし、日ᖖ的な利用のಁ㐍も⾜࠺ことを⪃え

た。

2-3-2. 定ࡉれる利用⪅

この空間はこの地域に今後ᬽらしていくఫ

Ẹにྥけた空間で࠶るとྠ時に、土砂災害復

興の㇟ᚩとして、ྠᵝの༴㝤ᛶをᢪえたᛴ

ഴᩳ地にᬽらすேྥࠎけた空間でも࠶る。

ேཱྀのቑຍする安佐南区で新たにこのሙᡤ

に新つにὶධするఫẸ、災害のグ᠈のⷧい子

どもたち、また土砂災害を▱ろ࠺とする地

域のఫẸにとって、災害のグ᠈を⥅ᢎするሙ

ᡤとなる。

2-4. 空間の概要

2-4-1. コンセプトࡘࠕちとࡶりのබᅬࠖ

ᡃࠎは今回のᩜ地に、ձグ᠈を⥅ᢎしてい

くሙとしての建築と、それに㝶するղ日ᖖ

利用のሙとしての広ሙ、そしてճそのධりཱྀ

となる᳃とい࠺大きく 3 、のせ⣲を計画しࡘ

この୍ᖏを「ࡘちともりのබᅬ」とྡした

（図 13�14�15）。

$. ᘓ⠏（ྡ๓㸸ࡽࡄࡸ）

今回対㇟とするᩜ地はඵ木୕┠の県Ⴀ

⥳ࣨୣఫᏯ㏆くの㇂➽で࠶る（図 11�12）。

この࢚ࣜは今回の災害で大㔞の土砂がὶ

れ㎸ࡳ、ከくのேࠎや建物が被害を受けた

ሙᡤで࠶る。被災をሗ道する࣓ࢹにもఱ

度もྲྀりୖࡆられたሙᡤで࠶り、またୖὶ

には᭱大⣭の砂㜵堰堤とỿ砂ụの建設が予

定されている（図 12 中、⅊Ⰽで示された部

ศ）。᭦に⌧ᅾは堰堤建設のたࡵの工用道

路がඵ木用水㏆から堰堤にྥけてまっす

ている。建設予定の都市計画道路やࡧのࡄ

ྍ部⥺からぢたとき、このሙᡤはἑとまっ

すࡄに⥆く୍本の道とそのඛのᕧ大な砂㜵

堰堤とい࠺༳㇟的な景観をసることとなる。

その࣮ࣝࢣࢫの大きさᨾに、今回の災害の

「被災地」を対外的に㇟ᚩするࢸ࣏ンࣝࣕࢩ

をᣢᩜࡘ地で࠶るとゝえる。

2-2-2. ⊃ᇦのどⅬ

砂㜵堰堤が成するまでこのሙᡤは土砂

災害㜵Ṇἲにᣦ定される࣮ࣞࢰࢻࢵンにな

る。砂㜵堰堤ができることによって࣮࢚ࣟ

ンに変᭦することもྍ⬟だが、ᑗ᮶的࣮ࢰ

に堰堤がᶵ⬟しなくなることも㋃まえると、

建物のከくが༙ቯの被害を受けたことや、

砂㜵堰堤とỿ砂ụの建設のたࡵのᩜ地☜ಖ

のᚲせᛶも㚷ࡳ、市がこの࢚ࣜを㈙いྲྀる

ことを⪃えた。

市᭷地のබඹ的な利用から、ఫẸྥけて

も対外的にもこのᩜ地ならではのሗ発ಙ

のሙとなることがᮇᚅされる。

2-3, 空間のコンセプト

2-3-1. 空間の目的

୍⯡に、どのよ࠺な災害が㉳こるか、どれ

れ␗なࡒどの被害がฟるか、土地にはそれ

る災害の発生ྍ⬟ᛶが࠶り、また本᮶ἑでの

ᬽらしにおいて土砂災害の༴㝤は㑊けられ

ない。被害を受けたሙᡤにはその後㜵Ṇ策が

施されるが、それは⤖ᯝ的にその土地がもࡘ
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「砂㜵࣒ࢲのྥこ࠺ഃをのࡒき㎸ࡴ、街୪

る㧗ྎ」、「土砂災害を中ࡵ═や㜿Ṋᒣをࡳ

ᚰとした地域の≉ᚩを▱る࣮ࣜࣛࣕࢠ」、「広

ሙを中ᚰに⾜ࢃれる࣋ンࢺの備ရᗜ」と

いったᙺをᣢࡘ。

%. 広ሙ（ྡ๓㸸ࡘちのࡤࢁࡦ）

「土砂災害に㛵㐃する࣋ンࢺのሙ」の

ᙺをᣢࡘ。

&. ᳃（ྡ๓㸸ࡸࡪ࠶まのࡶり）

「地域のேが日ᖖ的に㊊を㐠ࡪᩓṌ道」、「地

域の外からゼれたேࠎがぶしࡳやすい⋞㛵

のよ࠺な空間」といったᙺをᣢࡘ。

2-3-3. ྛ空間の概要

 て࠸ࡘにࠖࡽࡄࡸࠕ.$

、は「らࡄや」ちともりのබᅬෆの建築ࡘ

堰堤を囲ࡴよ࠺にして建ࡘ 2㝵建ての建物で

�る（16�17�18�1࠶）。」やࡄら「にはෆ部空

間とᒇୖの、大きく っていࢃのᶵ⬟が備ࡘ2

る。

まࡎෆ部空間で࠶るが、ᮾഃには大きな
図 14　බᅬᖹ㠃図

図 りのබᅬࠖయ像ࡶちとࡘࠕ　13
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り、対外的なሗ発ಙのሙとし࠶が࣮ࣝ࣍

て、㆟やヰしྜい、ࢩン࣏ジ࣒࢘などᵝࠎ

なάືをᨭえる空間となる。すഃにはࢫࣛࢸ

やᒇୖに⥆く㝵ẁとᗯ下、そしてそれに㝶

する࣮ࣜࣛࣕࢠが備ࢃっている。ここでは土

砂災害や、土砂災害を中ᚰとした安佐南区の

地域の≉Ⰽを⤂することを想定している

（図 20）。

また広ሙにྥけてᑡしᙇりฟした部ศは、

広ሙで⾜ࢃれるᒇ外άືにࢸ࠺ンࢺやᮘ、

᳔子といった備ရを⣡したり、බᅬの⥔ᣢ

⟶⌮にᚲせな備ရを置く、地域のとして利

用される。

ḟにᒇୖ部は 1 㝵ᒇୖのࢫࣛࢸと、2 㝵ᒇ

ୖのᒎᮃྎの㸰ࡘにศかれている。ࢫࣛࢸは

ᒣのᑿ᰿にྥか࠺景観をᴦしࡴことができ、

そのᘏ㛗としてᒣの中にධっていくことも

できる。また広ሙで⾜ࢃれる࣋ンࢺのᵝ子

を═ࡵるሙとしてもᶵ⬟する。ᒎᮃྎはまち

を═ࡵる体㦂と、堰堤のෆ部をのࡒき㎸ࡴ体

図 15　බᅬ᩿㠃図

図 ージ࣓యࠖࡽࡄࡸࠕ　�1

図 1�ᒇୖᖹ㠃図ࠖࡽࡄࡸࠕ　

図 2㝵ᖹ㠃図ࠖࡽࡄࡸࠕ　�1

図 1㝵ᖹ㠃図ࠖࡽࡄࡸࠕ　�1
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㦂ができる（図 21�22�23）。堰堤成後はぢ

るᶵがなくなってしま࠺堰堤のෆഃは、こ

の土地の土砂のὶฟのᵝ子をぢる㈗㔜なሙ

で࠶り、この空間の中で᭱も㔜せなせ⣲の୍

。る࠶でࡘ

て࠸ࡘにࠖࡤࢁࡦちのࡘࠕ .%

この地域の≉ᚩとして、ഴᩳがᴟ➃に大き

いことがᣲࡆられる。ᒣから㞳れたഴᩳが⦆

いሙᡤにはఫᏯが建ち୪ࡧ、平ᆠで㛤けた土

地はኴ⏣川のἙ川ᩜ以外にぢ受けられない。

今後、土砂災害からの復興に㛵㐃した࣮࣡ࢡ

や市ሙといったࢺࢵࢣ࣮࣐࣮ࣜࣇ、ࣉࢵョࢩ

ᒇ外άືを⾜࠺際、より生άに㌟㏆な平ᆠで

㛤けた空間がᚲせとなる。

、㏆を「らࡄや」、ちともりのබᅬではࡘ

ち࠺ࡻどẁࠎ⏿のよ࠺に平ᆠで㛤けた広ሙ

が㐃なる空間でᵓ成する。この「ࡘちのࡦろ

れることを想ࢃ⾜では、ୖグᒇ外άືが「ࡤ

定している（図 24）。

中ኸには、堰堤の工用「ࡤろࡦちのࡘ」

道路を利用したṌ道が造られ、建物まで

まっすࡄ㛤けた景観をᴦしࡵる。

また、「ࡘちのࡦろࡤ」にはἑがὶれている。

建物のᮾഃは㛤Ὼとなっており、南ഃに⥆い

て⾜く㏵中、Ṍ道の下でᬯῺとなる。Ṍ道に

はところどころにࢺࢵࣜࢫがධっており、ᬯ

Ὼをୖから═ࡵることができる。ᒣからὶれ

ฟる水を═ࡵてᴦしࡴとඹに、雨水がᛴなἑ

となりὶれฟるとい࠺この地域の≉Ⰽにࡘ

いて▱るきっかけとなる。

て࠸ࡘりࠖにࡶまのࡸࡪ࠶ࠕ .&

この地域は 40 年௦以㝆、Ꮿ地化が㐍

図 のᵝᏊࠖࡤࢁࡦちのࡘࠕ　24

図 21　堰堤の୰をのࡁࡒ㎸ࡴ

図 ーとしてのά用のᵝᏊࣜࣛࣕࢠ　20

図 23　山を═める

図 22　まちを═める
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んでおり、⌧ᅾではᐦ㞟ఫᏯ地となってい

る。そのたࡵ、㜿Ṋᒣとい࠺ᒣが㏆くに࠶る

にも㛵ࢃらࡎ、ᒣの自↛にゐれるᶵはᑡな

く、建物に囲まれて生άをしている。

ちともりのබᅬでは、㜿Ṋᒣの᳃を㌟㏆ࡘ

にឤࡌられる「ࡪ࠶やまのもり」を計画する。

ここを㏻るṌ道が地域のఫẸの日ᖖ的に利

用するᩓṌ道として利用され、また、地域外

からゼれたேࠎがぶしࡳやすい⋞㛵のよ࠺

な空間としてᶵ⬟させることを┠ᣦす。

2-4. 空間の利用の例

2-4-1. ࣡ーࢩࢡョࢵプにࡼるプ࣒ࣟࣛࢢの

᳨ウ

「やࡄら」のෆ部や「ࡘちのࡦろࡤ」の

ά用ἲは、බᅬができるまでの間にᐇ施す

る࣮࣡ࢩࢡョࣉࢵでỴ定する。この࣮࣡ࢡ

、り᪉に࠶の「ちともりのබᅬࡘ」はࣉࢵョࢩ

ఫẸの᪉のኌをᫎすることを┠的として

おり、ఫẸや市ᙺᡤ⫋ဨの᪉などにཧຍして

もら࠺。

⾜とにࡈ࢚ࣜではබᅬのࣉࢵョࢩࢡ࣮࣡

いたい࣒ࣛࢢࣟࣉにࡘいてពぢをฟしても

らい、ࢹを広ࡆていく。そ࠺してฟ

てきたࢹのᐇ⌧のྍ⬟ᛶを᳨ウし、

᭱⤊的にどのάືを⾜࠺かをỴ定する。整備

の際にᚲせなᶵලやᒎ示道ලなども建物の

ⶶにⶶし、学ᰯのάືやࣛ࣎ンࢸάື

と㐃ᦠしながら㐠Ⴀしていく。

2-4-2. 空間利用の例

以下にᡃࠎがఫẸどⅬで⪃えた空間ά用᪉

ἲのල体的例を⤂する。

の利用例ࠖࡽࡄࡸࠕ.$

ここでは࣮ࣜࣛࣕࢠの利用例をᣲࡆる（図

は、そのᶵ⬟をᣑᙇする࣮ࣜࣛࣕࢠ。（25�26

際には、図 25 に⾲ࢃしたよ࠺に࣮ࣝ࣍まで

をᒎ示空間としてά用することがྍ⬟だ。受

を῭ませ࣮ࣝ࣍ෆにධると྿きᢤけた広

い空間にฟ㏄えられる。ᒎ示空間の概せのㄝ

᫂ࣝࢿࣃをㄞࡳ、ዟ⥆く土砂災害の⯟空

┿、ఫẸが㞟ࡵた┿をᒎ示できる。土砂災

害の⤒⦋、復ᪧ࣭復興㐣⛬にࡘいて▱ること

ができる。㟷Ⰽで示したఇ᠁用ࣇࢯにᗙる

と、๓の࣮ࣜࢡࢫンに地域の変化を⾲したື

画や被災⪅のンࢱビ࣮ࣗのᫎീがᫎる。

中ኸには、ᶍᆺや、土砂災害体㦂置を設

置する。᮶㤋⪅は土砂災害が㉳きる๓の㡢

やໝいの体㦂をしたり、水とᑠ石を用いた

土石ὶᶍᆺᐇ₇置をᐇ₇したりしながら

土砂災害にࡘいてのぢ㆑を῝ࡵ、㑊㞴ᡤ࣭་

⒪施設࣭⤥水ᡤ等の置を示すジ࣐ࣛ࢜ᶍᆺ

の観ᐹを㏻ࡌ地域にࡘいても῝く▱ること

ができる。࣮ࣝ࣍をฟて、地域ఫẸの࣮࣡ࢡ

㝵ẁをୖがっていࡪの成ᯝ物の୪ࣉࢵョࢩ

くと、᭱後にはᒎᮃྎにたどり╔き、そこで

堰堤のෆഃをのࡒき㎸ࡴことができる。

このよ࠺にやࡄらを୍回りするだけでᵝࠎ

な࣮ࣝࢣࢫでの土砂災害を体㦂することが

できるよ࠺になっている。

の利用例ࠖࡤࢁࡦちのࡘࠕ.%

例 1㸸市ሙ

広ሙはẖ㐌ᮎに地域ෆ外のேࠎにぶしまれ

図 1㝵利用例ࠖࡽࡄࡸࠕ　25

図 2㝵利用例ࠖࡽࡄࡸࠕ　�2
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る市ሙの㛤ദሙᡤになる（図 27）。安佐南区

ෆに࠶る大学、専㛛学ᰯの学生がദ⪅にな

り、区ෆ外から 50 ேどのேがཧຍするこ

とを想定している。ฟᗑ⪅は用㏵によって⡆

᫆ࢸンࢺを自ศのዲきなよ࠺に⤌᭰ࡳえら

れる。例えࡤ、ᅄゅ形の⡆᫆ࢸンࢺは㠃✚が

広く、ᒇ᰿も㧗い空間がᚓられる。この空間

はおᗑのࢳࢵ࢟ンとして、またはၟရのり

ሙとして自⏤なࣞࢺ࢘がྍ⬟だ。またࢸ

ンࢺをභゅ形にすることで、㢼にᙉくど⏺の

広いⰋいࢥンࢺࢡࣃなࢫ࣮࣌ࢫができる。࣋

ンࢳをその下に置けࡤఇ᠁ࢫ࣮࣌ࢫとして

ά用できる。また、広ሙのᮾഃの木㝜に࣮ࢩ

をᩜくことによって、᮶ሙ⪅はఇ᠁をしなࢺ

がらおᗑで㈙ったၟရを㣗たり、景Ⰽを═

。たりすることができるࡵ

例 2㸸ᫎ画のୖᫎ

地域ఫẸ間でのὶを῝ࡵ、かࡘ災害のグ

᠈を⥅ᢎするたࡵに、災害に㛵するᫎ画のୖ

ᫎを㛤ദする（図 28）。このୖᫎは地域

ෆ外のࣛ࣎ンࢸの᪉ࠎがദ⪅となり、

区ෆ外のேࠎが 50 ேど᮶ሙすることを想

定する。᮶ሙ⪅は受の⡆᫆ࢸンࢺでࢵࢣࢳ

や㣧㣗物を㉎ධし、㚷㈹ᖍにᗙる。ẁᕪをࢺ

利用した⡆᫆ᒇ外ᫎ画㤋と化す。

りࠖの利用例ࡶまのࡸࡪ࠶ࠕ.&

例 1㸸ࣜࢡス࣐スࢿ࣑ࣝーࢩョン

に「ࡘちのࡦろࡤ」でࢵࢣ࣮࣐ࢫ࣐ࢫࣜࢡ

を㛤ദする際、広ሙまで⧅がる᳃のᩓṌ道ࢺ

をࢩ࣮ࢿ࣑ࣝョンで㣭り、地域やྛ大学

の࣮ࢱࢡࣛࣕ࢟ࢺࢵࢥࢫ࣐をࣔࣇ࣮ࢳにし

たࢫ࣐ࢫࣜࢡ㣭をᐇ施。まるで࣮ࢿ࣑ࣝ

࠺ョンの中に᮶ሙ⪅が⁐け㎸んでいくよࢩ

なගのࡳちをసる。

例 2㸸間ఆᮦの利用

地域ෆ外の大学生にྥけて間ఆ体㦂をᐇ

施する。その際の間ఆᮦを利用し、「ࡘちの

ཧຍ⪅は地域。࠺⾜を用いて工సを「ࡤろࡦ

の子౪㐃れᐙ᪘ 10 ⤌と、間ఆ体㦂にཧຍ

図 利用例㸸市ሙࠖࡤࢁࡦちのࡘࠕ　�2

図 利用例㸸ୖᫎࠖࡤࢁࡦちのࡘࠕ　�2
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（ཧ⪃ᩥ⊩）

࣭7KH HXI㸚QJWRQ 3RVW （2014 年 8 月 20 日）ࠗ 広島豪雨

ࠚ画ീ࠙ࡴこࡳのࠎり、ఫᏯをḟࡄ土砂がᒣ⫙えࠉ

83DA7E �࠘KWWS���ZZZ�KXI㸚QJWRQSRVW�MS�2014�08�20�

KLURVKLPD�ODQGVOLGHBQB56�3707�KWPO!ࠉ�2015 年 7

月 20 日☜ㄆ）

࣭ᑠ㣤ሯ ဴ㑻 � ὸ ㄔ �2014）ࠗ ⵦ⏣川ὶ域におけ

る砂㜵堰堤の 変≧࣭ຎ化≉ᛶにࡘいて ࠘�KWWS���

ZZZ�KUU�POLW�JR�MS�OLEUDU\�KDSS\RXNDL�K26�G�08�

SGI!�2015 年 7 月 21 日☜ㄆ）

࣭国土㏻┬ 㛵ᮾ地᪉整備ᒁ ᐩኈ川砂㜵ົᡤ

�2012）ࠗ ᐩኈ川ὶ域の南ࢫࣉࣝにおける砂㜵

ᴗ㹼⏥ᗓ┅地と㔩↓川࣭᪩川ὶ域をᏲるᐩኈ川砂

㜵 㹼࠘�KWWS���ZZZ�NWU�POLW�JR�MS�NWUBFRQWHQW�

FRQWHQW�000062287�SGI!（2015 年 7 月 21 日☜ㄆ）

࣭⏘⤒ :E67（2014 年 8 月 30 日 ）ࠗ࠙広島土砂災害ࠚ

砂㜵࣒ࢲがὶධ㜵いだࠉ整備の下ὶ域、被害な

く ࠘�KWWS���ZZZ�VDQNHL�FRP�ZHVW�QHZV�140830�

ZVW140830001��Q1�KWPO!（2015 年 7 月 20 日☜ㄆ）

࣭⏣ཱྀᗣኵ（ࠗ ὶಖㆤからぢる土石ὶ災害と砂㜵ၥ㢟࠘

�KWWS���\DPD]DNL�L�RUJ�7HLUHLB150B7DJXFKL�SGI!

（2015 年 7 月 21 日☜ㄆ）

࣭中国新⪺（2015 年 4 月 1� 日）ࠗ 砂㜵࣒ࢲ 20 日にも

╔工ࠉ安佐南でఫẸㄝ᫂࠘�KWWS���ZZZ�FKXJRNX�

QS�FR�MS�ORFDO�QHZV�DUWLFOH�SKS"FRPPHQWB

LG 148488	FRPPHQWBVXEBLG 0	FDWHJRU\BLG 564!

（2015 年 7 月 21 日☜ㄆ）

࣭㛗㔝県建設部砂㜵ㄢ（2014）�ࠗ砂㜵堰堤の⤒年ຎ化࣭

ᦆയのഴྥに㛵する⪃ᐹ ࠘�KWWS���ZZZ�VII�RU�MS�

FRQWHQW�XSORDGV�H26JDNNDL08�SGI!（2015 年 7 月 20

日☜ㄆ）

࣭広島市ࠗ年㱋ูேཱྀ（⏫┠ู）࠘ �KWWS���ZZZ�FLW\�

KLURVKLPD�OJ�MS�NLNDNX�MRKR�WRXNHL�04BWQHQ�

WQHQ�LQG�KWPO!�2015 年 7 月 22 日☜ㄆ）

࣭広島市（2015）�ࠗ平成 26 年 8 月 20 日豪雨災害復興

まちづくりビジョン概せ∧࠘

した大学生の୍部 10 ྡ⛬度。సったసရは

ᣢちᖐるが、希ᮃ⪅は「ࡪ࠶やまのもり」に

ࡘとࡦこの᳃が地域に⁐け㎸んでいく、ࡧ⤖

のきっかけとなる。

3. まとめ―長期的な将来像

堰堤ができることをきっかけにᵝࠎな変化

がこの地域には生ࡌる。≉に新つఫẸのὶධ

や新しいୡ௦の成㛗、時間の⤒㐣、そしてఱ

より堰堤の⤯対的安ᚰឤが、この地域の災害

に対する㆙ᡄᚰをⷧれさせてしま࠺。このᚰ

⌮的ᙳ㡪の大きさはぢ㏨せない。今回の⚝

を⧞り㏉すことに┤⤖するからだ。

今回のࢹࢱࢫࢫ࣮ࢣによる空間はそれに

対する୍ࡘのゎἲを示している。ேࠎは日ᖖ

的なࢸࢡビࢸでබᅬをά用する࠺ち

に、土砂災害やこの地域の≉ᛶ、ࡦいてはᛴ

ഴᩳ地の≉ᚩを┿ṇ㠃から▱ぬすることが

できる。そ࠺して自↛とᛴᩳ地のఫまい᪉に

対するྛಶのពぢをᣢち、災害時をྵࡵたᒣ

と土砂に対する自発的ุ᩿力を㣴っていく

ことができる。

その⤖ᯝとして、ᛴഴᩳ地におけるᒣとの

きྜい᪉のࣔࣝࢹがこの地域で生まれ、ま

たそのᵝ┦やάືがこの地域から発ಙされ、

ྛ地からேが㞟まり、国のᙺに❧ࡘことを

ᮇᚅしている。
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本節では「つなぎ」を࢟ー࣡ードに、今回土砂災害があった、山からᕝに至る地域で今後想定される変化

に対して、住み続けたい人が住み続けることのできるまちづくりを目指す。

今後の復興計画による変化の中で、特に地域に与える影響が大きいものとしてᣲげられるのは、「砂防堰

堤の完成」と「都市計画道路の建設」である。

前者では、砂防堰堤の完成後に、現在指定されている土砂災害༴㝤区域 ( ーンࢰドࢵࣞ ) が解㝖され、そ

れに伴い建築規ไがなくなることになっている。そのため、完成後にᘬっ㉺してきた住民にとって、その土

地は一⯡の土地とఱら変わりのないものとなる。

後者では、ᖜ 1�P の道路が建設されることによって、現在 1 つのまとまりとして考えられている地域が、

都市計画道路をᣳんで山ഃとᕝഃという 2つの地域に分かれる可能性が生まれてしまう。

これらの課題を解Ỵするために、共同でう新しい広場「みちにわ」の提案と、その「みちにわ」を通し

た山ഃからᕝഃに至るまでの日常 � 非日常時の通行ື⥺、そして都市計画道路࿘㎶で上下地域をどうつなぐ

のかに↔点をᙜて提案を行う。

㒔ᕷィ⏬㐨㊰࿘㎶ࠖࡄ࡞ࡘࠕ������ࠉ

�ᴫせ���ࠉࠉ

㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࡿ࠸࡚ࢀࡉ⏬�ィ���ࠉࠉ

ഛ᪉㔪ᩚഛ᪉㔪ᩚ����ࠉࠉ

���ࠉࠉ� 㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࢆ㉺ࡍ㒊ศのᴫせ

���ࠉࠉ 㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࢆ㉺ࡍ㒊ศの⤌ࡳ

���ࠉࠉ ⥔ᣢ・⟶⌮のᡭἲ

���ࠉࠉ ⏝ᆅの☜ಖの㛵㐃

������ᥦの⿵㊊ࠉ

㸦�㸧୕ゅᙧの㡬Ⅼࠉࠉ

᪉ࡾ㸦�㸧㌴㐨⾲㠃のసࠉࠉ

࠼㸦�㸧ඹྠᘓ࡚᭰ࠉࠉ

�����ᑗ᮶ീ

�����ࠉ ᪥ᖖのࡂ࡞ࡘ

�����ࠉ 㠀ᖖのࡂ࡞ࡘ

�����ࠉ ㄢ㢟

�����ࠉ �ࡵࡲ

� ᘬ⏝㈨ᩱ !
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�����⫼ᬒ

�������ᥦの๓ᥦ

まࡎ、提案に至るまでの⫼景を述る。

年の土砂災害で特に被害の大きかった安佐南区

八木・⥳地区のように、山㝿に人々がᒃ住する土

地は、山を๐るなどの大きな㐀成を行なわない限り、

基本的にᑿ᰿とᑿ᰿にᣳまれた㇂ (ἑ )となる。

その理⏤は、下(ᕝ)からの高低ᕪが小さいことと、

ᒃ住地に至るまでのᩳ㠃のゅᗘを小さくᢚえること

ができるためであり、古来から人々は自↛に㇂ (ἑ )

へとᒃ住していた。

ただし㇂という地形は、過ཤにఱᗘも山が๐られ

たことによってできたものともいえ、土砂災害の₯

在的な༴㝤性をᣢっている土地でもある。

⚾たちは、そのような歴史的経⦋にຍえ、将来的

に都市計画道路ができた㝿に、その道路によって地

域が空間的に分断されうる地域が存在するというこ

とに着目した。現在、広島市はこの地域に㛗᮰八木

⥺というᖜ 1�P の市道 ( 都市計画道路 ) を通すこと

を計画としてᣲげている (図 1)。

そのためえば、図 2 のように地点 $ から地点 %

に行く㝿に、現在はṌいて 1 分の㊥㞳であっても、

ᖜ 1�P の都市計画道路ができると、ᕪ点を経⏤す

ることによって 5 分どの㊥㞳になってしまう可能

性がある。また、道路を通す㝿に、どうしても整

形地や立退きが必要となる家が出てくる。

また、都市計画道路を通す以እに道路࿘㎶をどの

ようにするかといった細かな点については、市民の

ഃからの計画案をồめている (「復興まちづくりビ

ジョン」より )。

ここでは、都市計画道路が現在の計画通りに建設

されることを前提に、㌟㏆な生活空間の復興を考え

る提案を行う。

まࡎ、現在のᅜと市の復興計画からこの地域にお

ける将来を見てみると、2 つの大きなイ࣋ンࢺが存

在する。

建設ࠉ砂防堰堤、$ࠉ

建設ࠉ都市計画道路、%ࠉ

⚾たちは、以下の図 3 のように、$ の砂防堰堤の

完成を 5 年後の 2020 年、% の都市計画道路の完成を

10 年後の 2025 年と想定した。そして୧方が完成し

た後の今から⣙ 15 年後に至る間に、どのような課

題が存在し、それをどのように解Ỵするのかを提案

の前提とした。

�������ᑐ㇟ᆅᇦのタᐃ

前㡯で述た都市計画道路が建設されるのは、⥳

 � 八木地区の山㝿である ( 図 1)。⚾たちの提案が

適用できるのは都市計画道路࿘㎶の全域であるが、

よりල体的なᩜ地として⥳八目を㑅んだ(図4)。

理⏤としては、都市計画道路建設後に道路の山ഃの

地域に一定の広さの地域が残ること、この地区がも

図 1  広島市の復興計画と都市計画道路の位置  1)

�
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図 2  都市計画道路による分断 図 3  今後の流れの想定
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ともと 1 つの自治会であり都市計画道路の建設に

よって地域の分断が㉳きうる㸦図 4 中の中ኸを南す

からᮾに通る⥺が都市計画道路である㸧ことが問

題になりそうであるといったことがあげられる。

�������ㄢ㢟のᩚ⌮

資ᩱや現地ㄪᰝで、対㇟地域において以下のよう

な点において課題があるとㄆ識した。

ձ�ᆅᇦࢸࢽ࣑ࣗࢥの⥔ᣢ

⥳地区は「⥳ࣈランド」がある人Ẽのᒃ住地

であるが、ᒃ住㛤ጞ時の異なる住民間の流がᕼⷧ

な㠃がある。特に、発災前の自主防災組織の活ືで

もᐇ質的な活ືができていない㠃もあるというヰも

ఛった。特に、非常時に㐃ᦠが取れるかといった

安もある。さらに、都市計画道路が建設されること

で、道路の山ഃとᕝഃともる 2 つの地区に分か

れたようにឤࡌてしまうと考えられる。そして、用

地㈙などでᒃ住地から⛣㌿する住民もいる。⤖ᯝ

的に自治会の構成人数が減少する可能性や、都市計

画道路の山ഃとᕝഃの 来が減る可能性がある。

ղ�❧ᆅ᮲௳・Ꮿᆅ㓄⨨

本地域では、住宅地が山㝿のᛴഴᩳ地まであるた

め、山ഃからᕝഃに㝆りるᆶ直方向の⛣ືが非常に

ᅔ難であることを、現地踏ᰝで㌟にしみてឤࡌた。

一方、ᶓ方向のື⥺となる道は宅地㓄⨨の方によ

りᖜが⊃いため、㏆㞄流の場としてのᙺを担え

ない。このような自↛や計画をཎᅉとしたᒃ住とᐦ

᥋な関係にある⎔ቃ᮲௳により、日常から住民の生

活に౽をもたらし、非常時には安全上のᨭ㞀をཬ

す可能性がある。特に高齢化が進む中、よりᆏ道ࡰ

などᆶ直⛣ືがᅔ難な高齢者の⛣ືを考៖する必要

がある。

ճ�㠀ᖖの≀⌮ⓗ࡞ഛ࠼

市の復興ビジョンでは、砂防堰堤が完成後の想定

እの土砂への対策は᫂グされていない。また雨によ

り道路がᕝのようになる可能性が残っており、避難

がしにくい。さらに、都市計画道路の山ഃには一時

避難場所が設定されていないといった課題もある。

մࣛ࣎�ンࢸάືのሙᡤの☜ಖ

今回の土砂災害では、ከくの࣎ランティが来て

土砂の᧔ཤ作業などにあたった。しかしながら、作

業場所と㞟合場所が㞳れ、そこまで人をὴ㐵するの

に時間を要するなどの課題があった。また、土ᄞを

⨨いておく場所にも限りがあった。♫会⚟♴༠議会

へのインタビューにより、必ࡎしも建物でなくとも

空地さえ☜保されていれば、࣎ランティࢧテライ

。になりうるということがわかっているࢺ

յ�㒔ᕷィ⏬㐨㊰のᶓ᩿

ඛ述のように現状の計画案では都市計画道路とᚑ

来の山ഃとᕝഃを⤖んでいた道のᕪ点の数は少な

い。また、ᩳ㠃地をᖹ地にすることで᥋道部ではᛴ

なᆏ道をⓏらないとᕝഃから都市計画道路へ至るこ

とができない。

ն�ᒣഃの㒔ᕷタの㊊

建設される都市計画道路の山ഃにはබᅬや㞟会所

がない。そこで、බᅬのような空間を創出する必要

性が特に都市計画道路の建設後にあらわれると考え

られる。

ᅗ �� 対象地域に選んだ緑井八丁目

100mN
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今回の災害でከくの山㝿の土地が、土砂災害警戒

区域 ーンࢰドࢵࣞ) )に設定された (図 5)。

5 年後にண定される砂防堰堤の完成後、これらの

༴㝤区域指定は解㝖されるが、これは解㝖後にᒃ住

する人にとって、この土地がᬑ通の土地とఱら変わ

りのないものとなることを意味する。

もちろん言いఏえや防災組織➼を用し土砂災害

のグ᠈を後世までఏえていくことは可能であるが、

自治体ຍ入⋡も人ཱྀ減少も続くであろう将来におい

て、「後世でも⤯対にᛀれさࡏない」と断言するこ

とは難しい。

そこで⚾たちの提案では、新しくᘬっ㉺してくる

人々の存在もᛕ㢌に⨨きながら、ᬑẁの生活の中で

の行ືを、いࡊというときの避難経路に⤖びつける

ことのできる計画を試みた。

⚾たちが᭱ึに着目したのは図 � に示した土砂の

流れた状ἣである。土砂は㌴道を主に流れたため、

土砂が流下しなかった区域が୕ゅ形状に残されてい

ることにẼづいた。この地形から見ても㌴道にẚ

わࡎかに高くなっている୕ゅ形の中心付㏆を「日常」

と⤖びつけた避難路として活用できないか、という

のが⚾たちの提案の出発点である。

ල体的には、現状の「⌜」や「組」といった自治

会組織内の小༢と同⛬ᗘのまとまりの中に、一定

⛬ᗘの「みちにわ」というබ共広場 ( බᅬ ) を㓄⨨

する。この「みちにわ」はᬑẁから࿘囲のᒃ住者が

流する場として用いるとともに、非常時には避難

経路として用されうるものとする。また避難経路

を視ぬ化し、「みちにわ」࿘㎶を┦対的に安全にす

ることによって、新しく㉺してきた住民にとっても

自↛な経路で避難が可能となるように計画する (図

7)。

都市計画道路によって空間的に道路の山ഃとᕝഃ

というように分かれたようになるが、「みちにわ」

を⤖ぶ道を都市計画道路の下を通すことで、Ṍ行者

は道路建設以前と同ᵝに行き来ができるようにする。

᭱⤊的にこの案がᐇ現されるのは 15 年後を見㎸ん

でいるが、一定⛬ᗘの住民のቑຍや過化にも対応

できるよう考えている。また、現在の家々の㓄⨨は

変えていないため、ᒃ住し続けたい人々は、提案の

ᐇ現後も住み続けることが可能となる。

���� ㄢ㢟ᛂࡿࡌᥦの᪉ྥᛶ

ඛ述の課題整理を基に、解Ỵ策の方向性をᶍ⣴する。

ձ�ᆅᇦࢸࢽ࣑ࣗࢥの⏕

㏆㞄関係によって自↛発生的に地域のᒃ住者が

流できる空間をつくることが、コミュニティの形成

にはຠᯝ的と考えられる。地域全体のつながりを強

化するためには、適ᗘな㠃積ごとにつながりを強め

るような場所が必要である。⚾たちの提案では、こ

のような場所をつくる提案を行う。

ղ�⏕άື⥺のᨵၿ

ඛ述したように、対㇟地域では宅地の立地と道路

図 5  土砂災害警戒区域 ( レッドゾーン ) の一例 21) 図 6  今回の土砂災害での被害状況

建物に被害を与えた土砂の
主な流路 (被害状況による推定 )

土砂の流れた領域
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非常時に㏨げられない可能性がある。そのため、住

宅をなるく建てࡎ、⏿や㥔㌴場などを㓄⨨する。

ճ�ᕪⅬ࣮ࢰン

都市計画道路の整備によってできる、ᕪ点付㏆

の୕ゅ形の場所をᕪ点ࢰーンとぶが㸦図 8㸧、୕

ゅ形のため、ẚ㍑的土砂が入り㎸みやすいと考えら

れる。しかし、人や㌴のࢡセスがᐜ᫆な場所であ

ることから、地域の᰾としてຠᯝ的に活用すること

がồめられる。被災後の復ᪧ作業の場としてもえ

るよう、ᅛ定された建物を建てるのではなく、௬設

の設や㥔㌴場などを⨨くことで、いࡊというとき

のᣐ点とする。௬設の設の中㌟は、このあたりで

とれる㔝⳯を㈍する場所にするなど、地域の流

ᣐ点とする。

 մࡑ�の

以上の主要な用㏵以እに山ഃᩜ地の᭱も山に㏆い

㡬点にᕤኵをして地区内をẚ㍑的安全なものとする

ための「୕ゅ形の㡬点」や住宅ࢰーンのእ⦕部を土

砂に対する防ᚚ力の強い建㐀物や⏿・㥔㌴場を⨨く

ことで住宅ࢰーン内部の被害を低減する「防ᚚ࢚ࣜ

、がある。このうち、「୕ゅ形の㡬点」については「

5�2�5�提案の⿵足に詳細をグした。

のᖜဨ足といった課題があり、さらに都市計画道

路完成によって道路を㊬ぐための設が必要とな

る。そのため、⦪方向に新たなṌきやすい道路を作

り、また既存道路を拡ᖜしたり、都市計画道路を㊬

ぐ部分をṌきやすいようにつないだりするなど、地

域全体の「つなぎ」を顕在化する。

ճ�災害ᑐࡿࡍ㜵ᚚのᙉ

地区ごとにẚ㍑的安全な地域を非常時の避難経路

と避難場所が一体化したものとして⨨付ける。そ

の空間が住民の日常生活に用されることにより、

非常時におけるᙺをຠᯝ的にᯝたすことができる。

մ�㎿㏿࡞復ᪧのవᆅ

地域内部や都市計画道路࿘囲に空地を積ᴟ的に設

けることで被災後に࣎ランティᣐ点としたり、土

ᄞの⨨き場、また復ᪧ時にう用ලの⨨き場などに

する。

�������⏝㏵ᩜࡿࡼᆅのᛶ᱁ศࡅ ࢢンࢽ࣮ࢰ� �

ᩜ地を広域でみたとき、ある⛬ᗘのᩜ地のまとま

りごとに、用㏵によって性᱁分けを行う (図 8)。

用㏵としては以下の 4つの分㢮がある。

ーンࢰձ�住宅ࠉ

ーンࢰղ�非住宅ࠉ

ーンࢰճ�ᕪ点ࠉ

մ�そのࠉ (防ᚚ࢚ࣜ、୕ゅ形の㡬点�➼ )

ձ�ఫᏯ࣮ࢰン

⦪の㌴道より土地を高くし防Ṇቨをつくり、ẚ㍑

的安全にした山ഃの地域と、山から㞳れているため

にẚ㍑的安全な地域を住宅ࢰーンとび、住宅を㓄

⨨し、「みちにわ」でつなぐ。

ղ�㠀ఫᏯ࣮ࢰン

⦪の㌴道により住宅ࢰーンと分けられているため、

図 7  提案の概要 

日常的な広場の利用
非日常時の集合拠点

上部に頂点のある
三角形の領域

＝

潜在的な危険を
持つ地域

上部が平坦な
台形の領域

＝

危険の少ない地域

畑や駐車場

畑や駐車場

神社、店舗用駐車場等
非常時には広域避難場所
(一時避難 )として利用

都市計画道路

横方向の移動

普段からの横方向の付き合い
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ࢃࡕࡳࡴ⏕ࢆࠖࡂ࡞ࡘࠕ�������

����ᴫせ

本㡯では、⚾たちの提案の㦵子となるᒃ住ࢰーン

における「みちにわ」の構想や組みを述、また

本提案をᐇ㝿の地区に適用した一を⤂する。ま

対㇟地域における、コミュニティのあり方や日常ࡎ

の通、非常時における避難に関する課題について

対策を整理し、よりල体的な案を示す。その上で、

ᐇ㝿の⥔ᣢ⟶理などについても᳨ウする。᭱後に、

今回の被災地の中でも被害が大きく、山㝿まで人々

がከく住む⥳八目を適用対㇟とした詳細案の一

を提示する。

ࡁのാࠖࢃࡕࡳࠕ����

「みちにわ」は住民の日常生活をእにᘏ㛗すること

のできるいくつかの家々が共有する空間であり、日

常的には地域の⁀まり場として、非常時には一時避

難場所などとして機能する㸦図 9㸧。

また、「みちにわ」は、表 1 で示したように、それ

ぞれの࿘囲⎔ቃに応ࡌてᵝ々なわれ方ができるᰂ

㌾性をᣢつ。

ࡳ⤌のࠖࢃࡕࡳࠕ����

提案のල体的内ᐜは以下の通りである。

ձࠖࡕࡳࠕ�のࡾࡃࡘ

前㡯で⤂した㌴道で囲む「組」内に、避難経路

となる⦪方向の新たなື⥺である「みち」をつく

る。すると現状の宅地などの㓄⨨により、この「み

ち」は㌴道にᣳまれてやや高くなり、災害に対し防

ᚚがしやすい⨨となる。新設された「みち」は元

からある㞄᥋する住宅地の間を通過するため、㏆㞄

の人々の日常生活をឤࡌながらṌけるようなṌ道空

間として⨨づける (図 10)。

ղࠖࢃࡕࡳࠕ�のࡾࡃࡘ

新設Ṍ道のᘏ㛗として、組の下にある「⌜」༢㸦前

図 ࡁのാࢃࡕࡳ  9

⾲ ᪉ࢀࢃのࢃࡕࡳ ��

㡯ཧ↷㸧に住民の⁀まり場となる小規ᶍな「みちに

わ」を設ける。「みち」と同ࡌく、「みちにわ」もこ

の地域の住民の生活の場となる。また、㞄の「みち

にわ」が見えるように㓄⨨することで「⌜」を㉸え

た流を生めるようにもする。さらに、」数の「⌜」

から「組」が組み上げられるのと同ࡌように、「⌜」

༢の小規ᶍな「みちにわ」がṌ道により㐃⤖され、

一つの「組」の下部に設ける大きい「みちにわ」に

行きつく。

⌮⟶のࠖࢃࡕࡳࠕ����

「みちにわ」を共有する家々のまとまりは、現存す

る自治会の組織が適用できるような規ᶍとする。

えば回ぴᯈを回すまとまりを⌜、2 ࠥ 3 ಶの⌜のま

とまりを組とし、現状から大きく㞳しないようὀ

意する。

住民共同の場所となる「みちにわ」は、用者各

自で⟶理することが難しいため、全体の⟶理は自治

会で行う。各「みちにわ」の⟶理については、「⌜」

༢で⟶理を行い、この⟶理に対して自治会から⿵

助㔠を付する。ただし、ᨺ⨨されてしまうと㏫に

ᒃ住⎔ቃがᝏ化し、さらに非常時の避難経路の機能

活用度・親密度

広さ

掲示板

畑仕事の
休憩場所

バーベキュー

花壇

イベント
（流しそうめん・花火など）

ラジオ体操・太極拳

作業スペース

畑

飲み会・お茶会

展示

日曜大工

運動スペース

流し場

歩き疲れた時の
休憩場所

布団干し

井戸端会議 子供の遊び場

ひなたぼっこ
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性が低下する状ἣが発生するので、「⌜」༢の⟶

理ができない「みちにわ」は自治会が直᥋⟶理する

こととする (図 11)。

���� ᪉ࡾのసࢃࡕࡳ

このような「みちにわ」用地取得方ἲとしては以

下の方ἲが考えられる。

ձ�ᕷࡀ㈙ࡿྲྀ࠸

住民が出て行ったり⏿をᡭᨺしたりして空き地に

なる㝿に、市がそれらの用地を㈙い取って「みちに

わ」を整備する。規ᶍの大きい「みちにわ」を☜保

することができるが、市の㈈ᨻをᅽ㏕し、そのよう

な土地が生まれない場所とのබᖹの問題がある。

一時避難場所としての用が見㎸める場所であれば

ᐇ現可能性も上がる。宅地の一部や⏿の一部などを

㈙い取って「みちにわ」を整備する㝿も同ᵝである。

避難路の☜保という目的を༑分に理解してもらえれ

ばᐇ現するかもしれない。

ղ�⮬ࡀ㈙ࡿྲྀ࠸

自治会㈝として㞟めたお㔠から、宅地の一部や⏿

の一部などを㈙い取って「みちにわ」を整備する。

自分たちのう場所は自分たちで整備するという意

味で、自治会㈝のい方としては適ษであるが、自

治会㈝を全ဨから㞟めることができるのか、土地を

提౪するのに⣡得のいく㔠㢠がᡶえるのかという問

題がある。

ճ�⚾᭷ᆅࢆฟ࠺ྜࡋ

土地を自分の⚾有地としてᣢったまま、土地の一

部を出し合い、「みちにわ」として㛤ᨺすることで、

「みちにわ」の用地を☜保する。お㔠はかからない

のでᐇ現性が高く、所有者意識も高いため⟶理もさ

れやすいが、無ൾで土地を提౪することにᢠがあ

る人もいるだろう。

���� 㐺⏝㸸⥳ඵ┠ࢆ

図 10 のように同ࡌ道路に㠃した 8 ࠥ 10 ᡞ⛬ᗘの

住宅で、どの住宅からも「みちにわ」が見えるよう

に㸯つの「⌜」を形成する。「みちにわ」は、ᒃ住ࢰー

ン内にある空き地や㸦災害に対する㸧立地が良い㥔

㌴場、または⏿などにつくる。また、組༢の大き

な「みちにわ」は現存する⚄♫や大規ᶍな㥔㌴場を

用してつくる (図 12、図 13)。

図12、図13に「みちにわ」のල体的な適用を示す。

ᐇ㝿にみちにわから見た図が図 14 Ѹ図 1� である。

ᅗ ᪉ࡾのసࢃࡕࡳ��� �� ୖᅗ㸸ᒣഃࠊୗᅗ㸸ᕝഃ �

ᅗ ⌮⟶のࢃࡕࡳ����

田畑
みちにわ

組 (集合単位 )
班 ( 最小単位 )

住宅
歩道
車道

水捌けのよい道方向 横方向

水
持
ち
の
良
い
道
方
向

山
の
斜
面
方
向

敷地内車道はあまり車が多くない
ため、広場の一部として使える。
全体を合わせて共同で管理する。

「みちにわ」の作り方
敷地内車道

敷地内車道

広場

田畑
みちにわ

組 (集合単位 )
班 ( 最小単位 )

住宅
歩道
住宅用車道
車道

水捌けのよい道方向 横方向

水持ちの良い道方向

山
の
斜
面
方
向

三角形の頂点
土砂を防ぐ構造 (塀等 )
RCの建造物

田畑
みちにわ

住宅
歩道
車道

みちにわの配置の仕方

隣の広場が見える
ような配置とする

みちにわの利用の仕方
一つのみちにわに対して接して
いる住戸が少ない場合は複数の
にちにわをまとめて利用する

周辺の家による共同管理
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㒔ᕷィ⏬㐨㊰࿘㎶ࠖࡄ࡞ࡘࠕ�������

�����ᴫせ

本㡯では、前㡯で述た「みちにわ」による地域

のつなぎの中で特Ṧな場所となる都市計画道路࿘㎶

のつなぎについての提案を行う。まࡎ、解Ỵすき

課題を定める。そしてそれに基づいたල体的な提案

をしたうえで、それがඛ述した課題をどのように解

Ỵするか示す。᭱後に、そのᐇ現可能性や⥔ᣢ⟶理

方ἲについて議論する。

�����ィ⏬ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㒔ᕷィ⏬㐨㊰

ඛ述のように、広島市の「復興まちづくりビジョン」

によると、対㇟とした⥳八目には都市計画道路

である㛗᮰八木⥺の一部区間を㞟中復興期間に、残

りを⥅続復興期間に整備することになっている。図

15 のように計画ᖜဨは 1�P である。ただし、本⥺部

分はᖜဨ 9�5P で計画されており、ഃ道部分をྵめ

て 1�P で整備するようである。

ഴᩳ地に整備されることもあり、ᕪ点について

はかなり限定的に整備されるண定である㸦図 18㸧。

えば、今回対㇟とした⥳八目付㏆は図 18 に

おいては 280P 間ᕪ点がないண定の区間であるが、

現在、この間には 3本の道路が通っている。

また、㛗᮰八木⥺の地下部には雨水Ὼが整備され

るண定になっている。

�����ᩚഛ᪉㔪

都市計画道路を㊬ぐ部分では次の㡯目に特に重点

を⨨いた整備方㔪を立てる。

ձ�ᆅᇦࢸࢽ࣑ࣗࢥ

わࡊわࡊ会うのではなく、なんとなくすれ㐪うと

いう関係性が、都市計画道路の建設でኻわれる可能

性が高い。そこで、ᶓ断設は物理的な㞀ቨが可能

な限り小さいことがồめられると考えられる。ま

た、「みちにわ」の㐃続性を考えると、都市計画道

路ᶓ断部にも住民が㞟まることのできる空間ができ

ると、より山ഃ・ᕝഃの住民が会う機会がከくなる。

また、⥳八目のᒓする自治会㠃積が大きいが、

都市計画道路の下の空間を☜保することで防災ᗜ

を⨨くなど中⥅地点のようなᙺをᯝたࡏるように

する。

ղ�復ᪧのሙᡤの☜ಖ

の設⨨にあたっては空地ࢺテライࢧランティ࣎

があればよいとのことであったが、㝆雨の可能性を

考えると、ᒇ᰿があるところのうがよいと思われ

る。都市計画道路の高ᯫ下空間を用できれば、上

部がそわれていることになる㸦道路がᒇ᰿代わりに

なる㸧。にも、高ᯫ下は発災時に、一時避難場所

となっている༙地下の㥔㌴場と同ࡌ機能をもち、⥭

ᛴ避難ඛとして用できると考えられる。

ճ�බᅬの࡞࠺ࡼ✵㛫の☜ಖ

都市計画道路よりも山ഃの地域にはබᅬや㞟会所
ᅗ ���ィ⏬ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㒔ᕷィ⏬㐨㊰の᩿㠃ᅗ 3)

ᅗ ����㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࡿࡅ࠾ᕪⅬの⨨ 4)
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がなく、また、みちにわも基本的には࿘囲のᒃ住者

向けの空間であることを考えると、බ有地である道

路の下の空間をබᅬのように活用できるようにする

必要がある。

���� 㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࢆ㉺ࡍ㒊ศのᴫせ

前㡯に述たように、ᚑ来の計画通りでは都市計

画道路をᶓ断できる箇所が少ないため、少なくとも

Ṍ行者がᶓ断できる設を対㇟地域内に設⨨する。

都市計画道路をᶓ断する方ἲとしては、以下の案が

考えられる。

・高ᯫ案ࠉ㸻ࠉṌ道ᶫ

・ᖹ㠃案ࠉ㸻ࠉᶓ断Ṍ道

・地下案ࠉ㸻ࢺࠉンࢿル

それぞれの案についてのホ౯を以下で行う。地下

案については 2 つの案を考え、全部で 4 つの案をẚ

㍑᳨ウした。4 つの案についてのᴫᛕ図を図 19 に、

各案のẚ㍑については表 2に示す。

このように、各案をẚ㍑᳨ウした⤖ᯝ、地下案 2

の「本⥺部分の地下を通り、ഃ道を設⨨しない」が

このᩳ㠃地においては᭱も適ษな案であると考え

た。各案の中で水ᖹ方向の⛣ື㊥㞳もᆶ直方向の⛣

ື㊥㞳も᭱▷である。

この案を下ᩜきにして事㡯の提案の方向性を踏ま

えたうえで、⚾たちの提案を示す。

���� 㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࢆ㉺ࡍ㒊ศのࡳࡃࡋ

都市計画道路を㉺す部分のල体的な⚾たちの案を

図 20 に示す。

ձ�ᒣഃの㝵ẁのጞ➃㒊

山ഃの㝵ẁのጞ➃部は都市計画道路よりも大ᖜに

山ഃに設⨨する。これにより、➨一に㝵ẁの໙㓄が

⦆くなり㐃続性のあるṌ行空間が形成される。➨

に上部が空いている空間が広くなり地下道ではある

が、᥇ගが☜保できる。

ղ�㒔ᕷィ⏬㐨㊰のୗ

都市計画道路をᙜヱ部分前後のみ高ᯫ化し、都市

計画道路下に広がりのある空間を作り上げる ( 図

21)。広さが 80 ੍⛬ᗘある空間では、えばቨᙜて

ールをしたり、小場のようにったり࣎ࢳࢵャ࢟

することができる。その⤖ᯝ、日常的にはබᅬのよ

うな空間の☜保がなされる。さらに、非常時や復ᪧ

時には࣎ランティࢧテライࢺとして用いるなど復

ᪧ時のᣐ点のࡦとつとする。

ճ�ᕝഃのࢺンࣝࢿの⤊➃㒊

ᕝഃのࢺンࢿルの⤊➃部はἲ㠃に合わࡏてᩳめに

ษ断する。これは、ᆶ直に断㠃をษるよりもᩳめに

ษるうが断㠃が大きく見えるためである。

��� ⥔ᣢ・⟶⌮のᡭἲ

ᙜヱ区間は道路として取りᢅわれるので、道路と

しての⥔ᣢ⟶理は市㸦ᐇ㝿には行ᨻ区㸧が行うこと
ᅗ ����ྛ のᴫᛕᅗ

⾲ ���ྛ のẚ㍑⾲

①  ②  ③  ④  

メリット 上に避難場所が出来る 

道が上下から見える  
 

上にはでないので目立
たない 

あまり無理のないつな
ぎ方 
高架にした場合都市計
画道路下の空間を有効
活用出来る 

デメリット 上から下に降りるときに
階段を  
 
下から上に登るときにか
なり長い階段を登る 

 

 

 

 
 

道が暗くな 光が入ら
ないので、防犯上危険 

下に一度降りてから、
上にもう一度上がる 

 

側道へ直接出るので交
通処理上悪い 

→側道をなく
 

コスト ◎ 

 

 

 

△ 

トンネルがあるため 

◯ 

開削+高架である 

評価 ２番目 
道路のつなぎとしては象
徴的だが移動が困難 

４番目 

 

３番目 
防犯上、つなぎ方と印
象が悪い 

☆１番最適 
つなぎ方に無理がない 
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ᅗ ����㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࢆ㊬ࡄල体の᩿㠃ᅗ

雨水渠

上のみちにわ

下のみちにわ

都市計画道路

2.5 3 30.5 0.5 m

5.2

11.4

4

10
＜側道用地部分＞

6.5

道路下空間

元の斜面

ᅗ ����㐨㊰ୗ✵㛫の⏝
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になる。しかしながら、都市計画道路の下に広がる

空間については、指定⟶理者として自治会を指定す

ることで自⏤ᗘの高い空間用ができる。

���� ⏝ᆅの☜ಖの㛵㐃

都市計画道路࿘㎶における土地用を考えたとき

に、以下のような用地取得方ἲがある。

ձ�⏝ᆅ㈙᪉ᘧ

都市計画道路をつくる㝿の一⯡的な用地取得の方

ἲ。都市計画道路の計画ண定地にかかる土地だけを

㈙する。その㝿、ᨭ㞀となる物௳➼については、

㔠㖹で保ドする。都市計画道路区域እの土地に関し

ては㈙い取らないため、都市計画道路࿘㎶に整形

地が残る可能性がある。都市計画道路にかかる部分

だけの変化で῭むという࣓ࣜࢺࢵがあるが、整形

地のฎ理をどうするのか、立ち退きの対㇟となる人

をどうㄝ得するのかという問題がある㸦図 22㸧。

ղ�༊⏬ᩚ⌮᪉ᘧ

都市計画道路にかからない土地も区画整理区域に

ྵめて、都市計画道路を整備するとともに、必要な

区画道路も整備する。これらの道路を整備するため

の土地は、ཎ๎として区画整理区域内の地ᶒ者が土

地の一部を出し合う組みになっている。土地の入

れ᭰えにはお㔠がかからない。区画整理区域内に

༷ᕼᮃ者がいる場合、土地を㈙して道路用の用地

に充てる場合もある。宅地の形が整形化され整形

地が残らないことや地ᶒ者がとんど同ࡌ場所に残

ることができるという点があるが、都市計画道路

の計画地ではない人も用地㈇担をする必要があり、

対者がいると事業全体が進まなくなるというḞ点

もある (図 23)。

ճ�ἢ㐨ᩚഛ⾤㊰ᴗ

㌿出ᕼᮃ者から道路用地として土地を㈙し、そ

の土地を都市計画道路区域内の残␃ᕼᮃ者の土地を

⋢✺きで⛣ືし、ఱẁ㝵かの⋢✺きによって土地の

⛣ືを行うことで、᭱⤊的に都市計画道路や区画道

路の用地を☜保する方ἲ ( 図 24)。㌿出ᕼᮃ者と残

␃ᕼᮃ者の害が一⮴し、整形地も発生しないと

いう点があるが、うまく⋢✺きで土地を⛣ືさࡏ

ることができるかどうかがࢠ࢝となる。

ᅗ ����⏝ᆅ㈙᪉ᘧのイ࣓࣮ࢪ 5)

ᅗ ���ἢ㐨ᩚഛ⾤㊰ᴗのイ࣓࣮ࢪ 7)

ᅗ ���༊⏬ᩚ⌮᪉ᘧのイ࣓࣮ࢪ 6)
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ᅗ ���ἢ㐨�୕ ゅᙧの㡬Ⅼの㜵ᚚの�

������ᥦの⿵㊊

�㸦�㸧୕ゅᙧの㡬Ⅼ

図 25 で示すように୕ゅ形の㡬点部分は、土砂が流

れ㎸みやすいため、୕ゅ形の⾤区内をᏲるためには

この点で土砂をฎ理する必要がある。そのため、㡬

点をᣳむ道に土砂を流すように土砂の流れを変える

組みが必要である。図 25で示すように、防Ṇቨや、

コンࣜࢡーࢺで土ྎをᅛ定した生ᇉ、5& 建㐀物など

を㓄⨨し、土砂をある⛬ᗘ防ᚚ、あるいは土砂の流

れを変える組みを取り入れる。

なお、㡬点をᣳむ道には土砂が流されるため、୕

ゅ形の㎶の部分についても、土砂が宅地内に入って

こないよう、▼ᇉなどを積ᴟ的に㓄⨨する。▼ᇉに

より、住宅同士のつながりは生まれにくくなるが、

こちらഃはプライ࣋ーࢰࢺーンとし、より安全なみ

ちにわഃで流は生まれる。

�㸦�㸧㌴㐨⾲㠃のసࡾ᪉

ձ�᥀ࡾ㎸ࡳᆺ㌴㐨

㌴道を࿘㎶のᩜ地よりも低くなるように᥀り下げ

て水や土砂が流れやすくすることで、⾤区内の部分

を┦対的に安全にする。また、現在ある水路をその

まま残し、㌴道から見えるようにすることで、雨の

༴㝤ᗘを直ឤしやすくしたり、避難方向の視ぬ化に

ᙺ立てたりする。基本的に⦪方向の㌴道に適用する

(図 ࠉࠉ。(�2

ղ�ྠࣞࣝ࣋㌴㐨

都市計画道路と同ᵝに雨水⟶を適ษに㓄⨨し、道

路表㠃を㏱水性⯒にすることによって、大雨時に

も道路表㠃に水が現れないように設計することで、

避難時の道を☜保する。基本的にᶓ方向の㌴道や⾤

区内㌴道に適用する (図 27)。

����ඹྠᘓ࡚᭰࠼

本文中で、いくつかの用地を☜保するを示した。

ᅗ ᆺ㌴㐨の᩿㠃ᅗࡳ㎸ࡾ᥀����

ᅗ ����同レベル車道の断面図
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この用地の☜保と災害への防ᚚ力強化の୧㠃を同時

に行えるものとして「共同建て᭰え住宅」の建設と

いう方ᘧがある。ල体的には図 28 に示すようなも

のである。

空地をቑやすために、共同住宅㸦ࣃーࢺ㸧を建

てるが、㝵ᒙごとに性᱁の異なる用をすることで

災害への防ᚚ力強化にもつながる。

まࡎ、住宅は᭱も安全性の高い㸰㝵以上に設ける。

㸯㝵は㥔㌴場として用するが、㌴道に出る都合を

考えればጇᙜな⨨である。そして、地㝵は㞟会場

や防災ᗜとして用いる。これは、今回の土砂災害

でこのような༙地下にある㥔㌴場に避難して難を㏨

れたというおヰに基づいて考案したものである。

図 28 共同建て替え住宅の例 

図 29 車と歩行者の道のつながり 図 30  　避難経路
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����ᑗ᮶ീ

������ ᪥ᖖのࡂ࡞ࡘ

みちにわと都市計画道路の下を通る道が整備され

ると、㌴の通る道とṌ行者用の道は図 29 のように

つながる。Ṍ行者はみちにわを通りながら、都市計

画道路の山ഃとᕝഃの行き来がしやすくなる。都市

計画道路ができた後も、Ṍ道でも㌴道でも山ഃとᕝ

ഃの行き来がしやすくなっているため、物理的・心

理的な分断は提案が取り入れられる前より小さく

なっているだろう。

また、みちにわの⟶理や用を通して、みちにわ

を囲む⌜内では今までよりも付き合いがቑえ、日常

的にヰしたりするようになると期ᚅされる。みちに

わからは㞄のみちにわのᵝ子も見えるため、㏆所に

どのような人がいるのかを▱りやすくなる。

������ 㠀ᖖのࡂ࡞ࡘ

このṌ行者の道は災害時の避難路として用する

ことが出来る ( 図 30)。ここで、ある人の大雨時の

避難までの行ືを想定してみる。大雨が㝆り避難す

るか㏞っていたとき、自宅のすぐ㏆くのみちにわを

見ると同ࡌ⌜の人たちがみちにわを通って避難を㛤

ጞしていた。みちにわは、⦪の㌴道よりも高くなっ

ている⾤区内でつながっていてᚐṌで避難する。避

難中にのみちにわも通るが、その時にまだ㏞って

いたかの⌜の人がみちにわにᵝ子を見に来てい

た。その人は避難しているの⌜の人たちを見つけ

て、避難を㛤ጞすることをỴめたようだった。この

ようにみちにわとそれをつなぐ道があることで、

安になったり避難を㛤ጞするかᝎんだりした時に、

避難を㛤ጞしようというきっかけが生まれやすくな

るのである。また、現在は⦪の㌴道のみが避難路と

なっているが、この提案により避難できる経路が」

数生まれているため、避難路の㑅ᢥ⫥をቑやすこと

が出来る。

������ ㄢ㢟

・ᶓのࡾࡀ࡞ࡘ

今回の提案では༑分にㄝ᫂できていないが、都市

計画道路ができることにより、広域的なᶓの⛣ືは

以前にẚᐜ᫆になる。その都市計画道路のᶓの⛣

ືを活かした㞄の自治会同士のつながりなども生み

出ࡏる可能性を⛎めた地域となっていくと考えられ

る。また、㌴道をして㞄り合う組同士のつながり

を生む組みが生まれれば、「みちにわ」のつなが

る方向以እでも住民間のつながりが生まれる。

・ேཱྀῶᑡのᑐᛂ

今後高齢化や人ཱྀ減少などにより、㛗期的に見る

とこの地域の住宅のᐦᗘが下がることもண想され

る。現ẁ㝵ではみちにわを⟶理する世ᖏ数がちࡻう

どよかったものも、将来世ᖏ数が減り、⥔ᣢ⟶理が

難しくなる可能性がある。また、各みちにわが㞳れ、

㞄り合う⌜同士のつながりも生まれにくくなる可能

性がある。その場合のみちにわとつなぐ道をどう整

備していくかは今後さらに᳨ウする必要がある。

対に、ᕝഃの現ẁ㝵で⏿のከい地区で住宅化が

進み、現在のみちにわを⥔ᣢ⟶理・用する世ᖏ数

がቑえる可能性もある。そのため、現ẁ㝵で⏿など

がከく、みちにわを構成する世ᖏが少ない場所では、

㞄り合うみちにわを一体的に用することが出来る

ような㓄⨨にし、住宅が少ない時は㸰つのみちにわ

で一つの⌜とし、住宅がቑえた㝿にはそれぞれのみ

ちにわを分けて㸰つの⌜とすることが出来るような

ᰂ㌾性をᣢたࡏて設計することが重要であると考える。
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����� ࡵࡲ

図 31 は都市計画道路を㊬ぐ部分のᶍᆺ┿、図

32 は提案がᐇ現した地域全体のᵝ子を⤮にᥥいたも

のである。ここまで⧞り㏉し、述さࡏていただい

たように、住民の流が「みちにわ」をして地域

全体へとつながっていっている。そして、そのつな

がりは、建設される都市計画道路で分断されること

なく、むしろ都市計画道路の下に出来る空間をし

て現在よりも流がしやすくなっている。

この日常での経㦂をもとに、災害時にも「みちにわ」

をし、࿘囲の住民を巻き㎸んだ避難行ືがとりや

すい地域になっていく。これらのつながりが、この

地域を、住み続けたい人、そして新しく住みたい人

図 32  　地域の将来像（全体）

図 31  　都市計画道路を跨ぐ部分のイメージ模型

にとって住み続けたいまちとしていく。本提案は、

将来にそのようなまちにしていくための、現在から

の「つなぎ」なのである。

㸺ᘬ⏝㈨ᩱ㸼

1)��広島市復興ᕤ事事ົ所だより➨ 2 ྕ㸦八木・⥳地区∧㸧

�KWWSࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ��ZZZ�FLW\�KLURVKLPD�OJ�MS�ZZZ�

FRQWHQWV�1431571540039�VLPSOH�WD\RUL2�SGI

2)�土砂災害ポータルࡦろしまࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

�KWWSࠉࠉࠉࠉࠉ��ZZZ�VDER�SUHI�KLURVKLPD�OJ�MS�SRUWDO�

7RS�DVS[

3)�広島市「復興まちづくりビジョン」

4)�1) と同ࡌ。ⴭ者が一部ຍ➹。

5)�ᅜ土通┬「沿道整備⾤路事業࢞イࢲンス」ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

�KWWSࠉࠉࠉࠉࠉ��ZZZ�POLW�JR�MS�FRPPRQ�000134512�SGI

�)�5) と同ࡌ

7)�5) と同ࡌ

-  73 -



➨ �❶

ࡾࢃ࠾

�㸬ྛࢱࢫࢫ࣮ࢣデのせ⣙

ձ࠙ඵᮌ⏝Ỉ⌜ ⏝ඵᮌࡿࡍ㈨ά㜵災⏕ࠕࠚ

Ỉのࣜ・デザインࠖ

日常の活ືが八木用水沿いに向かうこと

で、地域の文化がᶓの軸でつながることがで

きる。用水が一㐃の意識空間となることで、

災害時に無意識に用水に㞟まる生活防災力

を養うことができる。

今回の提案では、日常・非日常での活用

のシーンをイ࣓ージして、ᗄつかの機能を特

ᚩ付けたᮾᒇを㐃続さࡏていった。本提案を

きっかけとして、用水が流れる被災地域全体

のデザインに発ᒎし、地域活性化に繋がるこ

とを目指した。

ղ࠙ἢ㐨⌜ 災害復興ࡓࡋ┠╔ἢ㐨✵㛫ࠕࠚ

ᆅᇦᛶのㄆ㆑ࠖ

地のルールを活用した沿道空間の改変が

ᚎ々に進行していくことで、みちをした地

域な特有の景観が生まれる。また、過ཤの歴

史を踏まえつつ現代の生活に適した新たな

みちの用のされ方が᰿付いていく。

さらに、適ษに計画された空地や住ᡞ㓄⨨

により、再び災害が㉳こった場合にも適ษな

防ᚚ行ືをとることができ、被害を㍍減する

ことを目指した。

ճ࠙ሖሐ⌜ ࠖࡿ▱ࢆ土砂ᒣ࡚ࡋ㏻ࢆሖሐࠕࠚ

堰堤の㯄の土地をබᅬ化し、災害のグ᠈を

␃め、また地域特有の地形を体ឤできる機能

を整備することで、地域と土砂災害の▱識を

えることができるようにすることを目指

した。そのことにより、人々は「災害可能性

のあるこの地に住むこと」に対する自発的な

判断力を得られるように考えた。同時に、こ

のබᅬでは日常的なにぎわいを創出する場

所としてのᙺもᯝたすことも目指した。

մ࠙ᆅ༊⌜ ࡘのࠗᆅᇦࡿࢀࡽࡅ⥆ࡳఫࠕࠚ

ࠖ࠘ࡂ࡞

家のすぐ㏆くにあり、思い思いにわれる

広場である「みちにわ」を中心に、㏆所の⤎

が⤖ばれていくことを考えた。同時に、都市

計画道路の整備によって、物理的に分断され

てしまう地域をつなげるような都市計画道

路࿘㎶の計画も提案した。これらの物理的な

「け」を中心に地域がまとまり、おい

に助け合えるような⦆やかな関係が築かれ

ていくことを目指した。

�㸬ࡵࡲ

今回のケーススタディでは、ᐇ現可能性に

関しての᳨ウが༑分な部分もあるが、ここ

での提案を通し、わࡎかでも地域の復興に㈉

⊩できればᖾいである。

各ケーススタディでは共通して、「より安

心・安全にᬽらすために、災害のグ᠈をᛀれ

自↛を見つめ、地域を読み解き、これか、ࡎ

らの生活をデザインする」ことを目指してい

る。

また、その上で以下の 3 点を考えることが

復興において重要であると考えた。

ձ災害のグ᠈の⥅ᢎと日常の安心ឤの୧立

ղ地域の読み解きによる安全性の向上

ճ復興における大きな変化とಶ々の復興を

つなぐ

ᮎ➹になるが、今回ᵝ々にご༠力㡬いたⓙ

ᵝに心よりឤㅰ⏦し上げたい。
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図 1　各ケーススタディの将来像
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東京大学・復興デザインࠉ࢜ࢪࢱࢫᡂᯝሗ࿌グ㘓

᪥㸸ᖹᡂ �� ᖺ � ᭶ �� ᪥㸦᭶㸧����� 㹼

�����

ሙᡤ㸸బ東බẸ㤋➨㸯研ಟᐊ

㸯㸬ࡘࡉ࠸࠶

東京大学大学㝔ᕤ学⣔研究⛉ࠉ

ᩍᤵࠉ⩚⸨ⱥ

⚾が᭱ึに⥳・八木地区に入ったのは

年の8月22日でした。ᙜ時雨が断続的に㝆っ

ており、ᩆ助活ືもᗘ々中断している状ἣの

中で地域のⓙさんが大変なᒁ㠃に直㠃され

ているのを目のᙜたりにしました。

その後 11 月に都市計画学会が広島で㛤ദ

された㝿に、ᮾி大学の❑⏣ඛ生、復建ㄪᰝ

設計の山᰿さんと共に、この地域の復興を

どのような形で進めて行くのが良いのかと

いったことを、少しᑓ㛛的な見地から学会の

中でヰし合いました。復興の中で砂防堤や都

市計画道路といった大きな事業とここでᬽ

らしている方々の生活をどのように⤖びつ

けていくのか、あるいは地域の歴史、ᬽらし

といったものをどのように⥅ᢎしていくの

かが大ษであるといったことをヰし合った

ことがあります。

その後、この地域での復興について、ᮾி

大学、復建ㄪᰝ設計、ジ⯟測という建設

コンࢧルタンࢺと㐃ᦠして行っているᮾி

大学・復興デザイン◊✲体の中で、ᮾி大学

の大学㝔の 20 名の学生㐩が、ᮾிと広島を

行き来しながら、༙年間一生ᠱ取り組み、

本日この地で、地元の方にその◊✲成ᯝを⪺

いて㡬きたく、こういう場を設けさࡏていた

だいた次➨です。

大学で建築、土木、都市をᑓᨷしている

20 名の大学㝔生が堰堤⌜、沿道⌜、地区⌜、

八木用水⌜の㸲つのࢳームに分れ取り組み

ました。

本日はᚷ៸のないご意見をⓙさんから㈷

り、今後の一助にしていただきたいと考えて

いますので、よろしくお㢪いいたします。

㸰㸬復興デザイン࢜ࢪࢱࢫのᴫせㄝ᫂

東京大学大学㝔ᕤ学⣔研究⛉ࠉ≉௵ᩍᤵࠉ

❑⏣ள▮

復興デザインスタジオは㸲月からጞまり本

日が᭱⤊的な発表となっています。17 名の

それぞれ建築学、土木学、都市ᕤ学とᑓᨷの

異なる大学㝔生が㞟まり、㸯つの復興デザイ

-  76 -



ンスタジオというものを議論しています。ⓙ

ᵝにとってはこの㸱つの学問は非常に㏆く

見えるかもしれまࡏんが、ヰすᑓ㛛用ㄒも異

なっており、ಟ士の学生であるにも関わら

はそれを理解し合うというところかࡎま、ࡎ

らスタジオはጞまりました。ただ共通して、

その現場や地域、場所に対してどうあるき

か、どうすれば良いのかということに一定の

⟅えを出すき、またᢏ⾡を᥈ồすきとい

う思いを共有しながら、復興デザインスタジ

オを行ってきました。

᭱ึの㸰ࣧ月間はこの地域について学ぶた

め、ㄪᰝを重ࡡてきました。歴史⌜が、まࡎ

地形や地質、この地域の生業がどういったも

のであったのか、またそのᬽらしの中に見え

る防ᚚのあり方、防災のあり方がどういった

ものであったのかということをᑀにㄪ

ました。

㸰つ目の⌜は災害や広島の土砂災害そのも

のについて学びました。土砂災害は、雨が

㝆った時に㏨げるࢳャンスがあるという意

味ではண測がしやすい災害であると言われ

ることもありますが、ⓙᵝにおヰఛった⤖

ᯝ、かなりそれとは異なり、非常に避難しに

くい性質をᣢった災害であり、防ᚚというᴫ

ᛕが必要ではないかということを㸰つ目の

⌜はㄪᰝの⤖ᯝ示してくれました。

㸱つ目の⌜は復興のプロセスについて学び

ました。えば࣎ランティの人たちがコン

ビニ࢚ンススࢺや㥔㌴場を上ᡭく用し

ながら、ᨭしようとした姿が見られた一方

で全体を統ไするということは非常に難し

いといったことが分かってきました。

5 月 17 日、18 日に地域住民の方々や広島

市の⫋ဨの方々に、㛗い時間にΏってከくの

ことをᩍえていただきました。

その後、提案を考え㸲つの⌜になりました。

今回の発表は᭱ึのㄪᰝ内ᐜではなく、㸲

つの⌜になってからの提案に関して行いま

す。地域のⓙᵝは㸯年にΏってこの状ἣに向

き合っている中で、㸲ࣧ月という▷期間では

ありますが、自分たちなりに、自分たちのᑓ

㛛を、復興の過⛬にあり、11 ࣨ月経った今

のẁ㝵で、እ部者であり学生たちのᰂ㌾な発

想が少しでもおᙺに立つことがあればあり

がたいことだと考え、今日はうかがっていま

す。

後༙は質応⟅の時間も取っていますの

で、ཝしいご意見をいただきたいと思ってい

ます。そういったご意見も踏まえ、復興デザ

インの案を◊✲成ᯝとしてまとめていきた

いと考えています。またそれが出来ましたら

ⓙさんのおᡭ元にᒆけたいと考えています。

本日はよろしくお㢪いいたします。

㸱㸬学⏕ࡿࡼⓎ⾲のせ⣙

㸯㸬地域の歴史

㸰㸬土砂災害の性質

㸱㸬復興計画のᴫ要と今後

㸲㸬提案各論

࠙地区⌜ࠚ

「住み続けられる地域へのࠗつなぎ 」࠘

・みち㸩にわで「みちにわ」と名づける。

日㡭からえるものを計画する。

・みちにわは、ᬑẁの通り道になるか、

避難路としても用できる。

・みちにわの⟶理は自治会として。一部は

⌜が⟶理することも考えられる。

・都市計画道路のᶓ断は、道路の下にගが

ᒆくようにする。また、ᒇ᰿つき空間ができ

ることも考えられる。

がᐇ現したら、人々の流がイディ・

みちにわを通ࡌて地域全体へつながる。つな

がりは都市計画道路をこえていく。日常での

つながりが災害時にも活かされる。
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࠙堰堤⌜ࠚ

「堰堤を通して山と土砂を▱る」

・景観、⎔ቃ、心理の㸱つの変化が堰堤が

できることにより㉳こる。

・心理的変化により、土砂災害が㉳きた地

域であることをᛀれ、災害への警戒心が弱

まってしまう可能性が༴される。

・八木㸱目には、災害への警戒心を⥔ᣢ

するイディが必要なのでは。

・堰堤の㏆くに「つちと᳃のබᅬ」の建設

が必要ではないかと考えている。

・「もり」にはẖ日ゼれ、「つちの広場」に

は㐌ᮎゼれる。

・「やぐら」のᒇ内では、災害に関するᒎ

示から学び、ᒇ上では⾤並みを═めることが

できる。

・地域について▱る空間㸩日常用㸻災害

の警戒心の⋓得。山と土砂に対する自発的判

断力を養う。

࠙沿道⌜ࠚ

「沿道空間による地域性の再ㄆ識」

・「地のルール」を沿道空間の作ἲと景観、

防災視点により抽出。

・⦪みちの目指す姿は「減災のᕤኵと景観

を୧立」、ᶓみちの目指す姿は「㏆㞄㏆所の

付き合いの場」と考えられる。

・ᩜ地のい方として「ᶓにᖜをもったᩜ

地り」、「南向きの入ཱྀ」、「⦪みちと住ᡞの

間にᗞඛを設ける」「ᩜ地࿘⦕に᳜᱂を設け

る」、「▼ᇉによるかさ上げ」が考えられる。

・沿道の土地用としては「沿道の農地保

全」、「沿道空地の用」が考えられる。

・将来像として、減災につながる沿道空間

が形成される。みちの視ㄆ性が向上し、避難

の㝿にも有ຠに機能する。空地をᣐ点とした

防災活ືの可能性を提౪する。ᪧ来の歴史や

地域特性への関心が地域に㐃ᖏឤをつくる。

࠙用水⌜ࠚ

「生活防災に資する八木用水のࣜ・デザイ

ン」

・生活防災㸻防災を日常の生活のなかにᇙ

め㎸むこと。

・八木用水の⾤路は重要な生活ື⥺になっ

ていることが見えてきた。

・八木用水は土砂災害とὥ水被害のቃ⏺に

あたる場所になっている。

・現在の八木用水沿いの空間は生活防災力

を向上さࡏるポテンシャルがある。

・͆ とりあえࡎ八木用水まで㏨げよう͇と

思わࡏるような᪩期避難をಁす八木用水の

ࣜ・デザインを目指す。

・ᱵ林小㏆くの用水沿いの㎷に「日常の

␃空間」ཬび「用水と学ᰯをつなぐ」という

ᒇ᰿のある空間を提案。

・ᬑẁから人が㞟まり活ືすることができ

る。

・災害時には避難の中⥅地点または一時退

避場所となり、ሗ共有の場としても機能す

る。

・用水沿いが地域の軸となり生活防災力が

⥔ᣢ・向上するための✀まきとなる

�� ㉁ᛂ⟅

4㸸ᮾ大のⓙさんごⱞປᵝでした。非常に

着眼点が的☜だと思います。つなぎの部分で

すが、ⓙさんえばどのような整備ᡭἲを考

えておられるか。えば「つちと᳃のබᅬ」

とかですࡡ。一␒あなた方がやれるであろう

と考えたところ、空間が今のところは出来て

いるということで、行ᨻもしやすい、しても

らえるのかなとそんなឤࡌもしないことは

ない。

つなぎのところはたぶん行ᨻではなく、地

域住民の努力の積み重ࡡですよࡡ。どんな整

備ᡭἲがあるのかなと少しẼになる。もし考
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えられていたらおᩍえ㢪いたい。住民が作る

⦪みちやᶓみちは作ἲのヰですࡡ。住民の建

物の建て方、土地のい方の作ἲです。これ

はⓙさんがまたどこかで住民に対して、この

人数ではなく、もっとከくの人にこういうヰ

をしていただけたら、より༠力が得られるの

かなと、そんなឤࡌがしております。

᭱後にࣞࢵドࢰーンのヰ。えばこの災害

が㉳こらなくても、⚾は常日㡭言いますが、

ື物的な຺として、いろんな༴㝤なところが

あるであろうことはⓙが▱らなくてはいけ

ない。そして都市計画的に考えれば、この

ーンのところについてどのようにࢰドࢵࣞ

コンࢺロール、ไᚚするのか、あるいは規ไ

するのか、できるのか➼々、建物を建てては

いけないとか、そんなヰが本ᙜは基本的には

必要なんだろうなと思うんだけど、ⓙさんは

どう考えていらっしࡷるか、その㎶をお⪺き

したいなと思います。

$� つなぎの整備ᡭἲについてですが、住

宅が建っているところは避けて、今空いて

いる⏿だとか、㥔㌴場だとか、民地の一部を

おうと思っています。その部分をどのよう

に取得していくのかというヰなんですが、市

が㈙い取ったり、自治会が自治会㈝をᡶって

提౪していただくことや、民地をそのまま㛤

ᨺするという形でできるのではないかなと

思っています。お㔠は大変だと思いますが、

住民が出て行ったりしてしまって、空き地に

なってしまった部分を防災用としてえる

ということで、お㔠を出したりということが

できないかなというࡩうに思っています。

$� ⚾たちはつなぎという意味で、ある⛬

ᗘẚ㍑的安全な地域に住宅を建てるという

ことを提案しましたが、もちろんࣞࢵドࢰー

ンに住んでいらっしࡷる方で⛣ືしたくな

いという方がおられる状ἣも想定はしてい

ます。その方々に関しては、できるだけ土砂

を避けるような組みを、住宅の中のᩜ地の

ところでᕤኵをさࡏていただきたいという

うに思っています。ẚ㍑的安全な地区に対ࡩ

して、⛣住が進んでいくことも㉳こりえると

想定していますので、将来的には安全と思わ

れる部分に住んでいただけたら良いなとい

うࡩうにたちはᕼᮃしております。

$� 対㇟地区は、かなり被害が大きく建物

も流されてしまっていて、現状でおそらく積

ᴟ的に住みたいという方はいらっしࡷらな

いように思いますし、堰堤を作らなくてはな

らないということで用地の取得のために、㈙

い取るといったこともかなり考えられてい

るようなので、それを活用して作っていくこ

とをᡃ々は考えています。ࣞࢵドࢰーンに指

定されているわけですが、今後堰堤ができた

ことによってイ࢚ローࢰーンになるかもし

れまࡏんが、බᅬを整理しておくことによっ

て㏫にそこに住むことを避けるという意図

もあって、おそらくそれが可能になるのでは

ないかというࡩうに考えています。

4� 用水の㎷のい方について、提案はす

ごくよく分かりますが、提案されたᩜ地は

空いたス࣌ースがあったところだと思いま

すが、用水路上をああいった形でうことが

できないかなと、考えますがいかがでしࡻう

か。

$� ⌜として八木用水にὀ目した一つの要

ᅉとして、八木用水、水をឤࡌてしいとい

うものがあったので、水を㞃すというような

デザインは基本的には考えていまࡏん。八木

用水沿いに水をឤࡌられるような、༢なるぶ

水空間を作るようなものではなく、自分たち

としては、復興デザインであるき姿を八木

用水沿いの空間にᣢたࡏることはできない

かという考えの下に進めました。
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4� 今まで⪺いたヰは、⤖ᒁはまちづくり

のヰですよࡡ。そうしたら安全・安心なまち

づくりというものは、やはり一␒に山㝿の安

心・安全、⤖ᒁ土▼流をఱとかṆめるという

のは、堰堤しかないわけですし、そうしたら

一␒ึめに一␒大事なものは、いかにしっか

りした堰堤を作っていくかということだと

思います。⚾が住んでいる⥳㸵目に行か

れたかどうかは分かりまࡏんが、下から見た

のでは⤯対に分かりまࡏん、⚾たちのところ

は。どういうᬽらしでどういうࡩうに災害が

㉳きているのかはなかなか分かりまࡏん。八

木のように┿ṇ㠃から見たら、家々がないで

すからࡡ。⥳㸵目も⥳බᅬの方ももち

ろん分かりまࡏん。⚾はこのたび上流と下流

の㸰つ堰堤によって全 20 所ᖏが立ち退きで

す。立ち退きは立ち退きでそれはよいと思い

ますが、その立ち退きによって、下のⓙさん

方の安心・安全がᏲれる、がᏲれる。しか

し、今いろんなことを言われましたが、⤖ᒁ

安心・安全でがᏲれるというまちづくりを

しないと、ఱもならないですよࡡ。⦪の道か

らᶓへ、ᗞを作って、そして家を作りなさい

と言われても、⤖ᒁはそれを防ぐための堰堤

ができないと、ఱもできないと思うのです。

もちろん堰堤もありますし、ࣞࢵドࢰーンな

んかは、山㝿をコンࣜࢡーࢺでᅛめるなりな

んなりして、とにかく元を断つということを

しないと、なかなかまちづくりはできまࡏ

ん。それだけは言っておきます。

$� 重要性は⚾たちも充分にᢕᥱしており

ますが、堰堤があった上で、しかし堰堤も

100� 安全を担保できるものではないという

問題意識にたったものが、堰堤⌜が言ってい

たものです。

4� それは堰堤で 100� Ṇめられるとは思い

まࡏんけど、それが一␒にないと、広島市が

計画している道路でも、⤖ᒁ土砂が流れて

きてしまったら、道路もఱもなりまࡏんか

らࡡ。⤖ᒁは堰堤が大ษなんです。堰堤がで

きてึめてのことができるわけですよ。そ

れは堰堤が 100� Ᏺるものではないですけど、

⚾たちのところにできる堰堤は 111 㹫のᶓᖜ

があるような大きな堰堤で、それ一ᯛで山一

つをとんどṆめるようなものです。そうい

うのができると、やっࡥり下に住んでおられ

る方の安心・安全、をᏲることになる。も

しఱかあったときに㏨げられる時間がある、

避難できる形がないと、このᗘみたいな状

になってしまう。それをṆめるもの、防ぐも

のを作って、それができてึめて、今言われ

たまちづくりができていくのであろうと⚾

はそう思うんです。

4� 今回発表いただいたのは、八木のഴᩳ

地のきつい方が࣓インに◊✲されたと思い

ます。そのへんとẚると、⚾たち⥳㸵

目は᮲௳が少し変わっているから、適ษな質

問にならないかも分かりまࡏんが、ㄝ᫂を⪺

いてまࡎ➨一にẼになったのは住宅の㠃積

です。今はእに流れているから空いた空間が

ቑえているんですが、災害前の住宅があった

ᖹ㠃積、そこに住んでいた住民は、この計画

は非常に良いのですが、完全な再㛤発だと⚾

はཷけています。そうするとこういう考えで

やったら、どれだけᖹ㠃積がなければいけな

いか、そうすると高ᒙ住宅にしないと、住民

数が☜保できないという点が非常にẼにな

りました。

土地はಶ人㈈⏘であり、なかなか広げると

いうのは難しいのではないかというࡩうに

思います。それからそういうことを㑅ぶため

の資㔠を自治会でというヰがありましたが、

これは全↛自治会の範ではないというࡩ

うに思います。ᅜか┴でやらないとどうにも

ならない問題ではないかと。それからもう一
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つ、用水について提案されていたのですが、

都市計画道路を作りますࡡ、あれができてそ

の下の用水だから安全という考えですかࡡ。

᭱ึの 5年間で道路ができて、⚾たちの㸵

目の方のその後の 5 年、つまり 10 年後でと

いうことになっているのですが、これよく分

かっていないんですけど、ああいう景観とし

てなったというよりも、上から来た水をむし

ろ八木用水をって流したいというのがあ

ります。᫇から八木用水に流してはいけない

ということになっていて、そのᡭ前でよその

小さなഃ⁁に流していますが、ᐇ㝿の災害の

ときは八木用水にも全部Ἶが出て、八木用水

がᇙまったということががありました。もう

ちࡻっと八木用水の活用というのは、八木の

㸱目の上に大きな道路ができた後の八木

用水の用と、⥳㸵目の八木用水とは対

応の方が㐪うのではないかと、その㎶はど

のように考えていますか。

$� ☜かに堰堤ができたり、道路ができる

ことでᖹ㠃積が減ってしまうという問題が

ありますが、えば現在空いている土地や農

地もあると思うので、そのあたりをどのよう

に活用していただくかということかと思

います。☜かに自治会がお㔠を出すことにつ

いて、自治会の範を㉸えているというの

は、おっしࡷっていただいたとおりだと⚾た

ちも思いましたので、⥲合的なまちづくりを

やるという観点で、行ᨻの方々も一⥴にやっ

ていかなくてはならない課題だとឤࡌてい

ます。

住宅地の㠃積が減少することで、少し高い

建物ができてしまうかもしれまࡏん。新⪺を

見ても農業を⥅いでいらっしࡷる方がたく

さんいらっしࡷいましたし、その中でも、

えば難しいとは思いますが、ಶ人の家の空間

を少しࡎつᣢち寄って、足して、ⓙがそれぞ

れうような空間を創ったりだとか、一つの

家のᗞだとできないけども、一つの家のᗞを

いくつか足し合わࡏることで、少し大きなこ

とが࿘りの人と一⥴にできるような、そうい

うࡩうに作っていけたら良いのではないか

と考えました。なかなか難しい問題だと⚾も

思いますけども、そう考えました。

$� ご指いただいたとおり、⚾たちの提

案の中では、山から流れてくる水と土砂が

上がってしまうということの⟅えを、都市計

画道路の雨水⟶に完全に㢗ってしまう形に

なっております。⥳の都市計画道路がすぐ

にはできない地域に対しては、安全性は提案

の中では⟅えることができていないと思い

ます。ただ生活防災と⏦し上げたような考え

方は、すぐにできるものではなく、少しࡎつ

積み重ࡡていくことでしかできないものだ

と考えております。安全性を雨水⟶のような

構㐀物で解Ỵするとは別の次元で、できるこ

とからやっていくと考えたときに、やはり⥳

の地区でも用水路沿いに活ືをఱかᣢつ

ですとか、少しでも地域の人たちで㞟まる場

所を少しࡎつ作っていくことには、別の意味

ではありますけど、意味はあるのかなという

。うに考えていますࡩ

4� 本日のヰを⪺いてⓙさんのご◊✲の発

表を⪺いて、やはりどういう問題でもとり

わけ♫会問題に関わるような問題は、まࡎ➨

一␒目に大ษなのは、そこで本ᙜにしんどい

目に合われた人々のẼᣢちに᥋する、立場に

たてる、そういうところから◊✲を進めてい

く、そういうことが基本にいるのではないか

と思っています。そういう意味では今ご指

になったような視点がどうしても出てくる

と思うので、これは、今後ⓙさんがຮ強の視

点をどこに⨨くかということでおやりなれ

ばと思います。ただいくつか⚾のẼᣢちを述

ておきますと、大災害が㉳こりました後
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に、☾⏣ඛ生という歴史のඛ生がすぐに佐ᮾ

町の方に向かい、佐ᮾ町の災害に関心をᣢた

れて佐ᮾ町史をㄪられた。ㄪた⤖ᯝ、特

定の山ᔂれや土砂災害のことはグ㍕されて

いなかったと᭩いておられます。資ᩱがない

んですࡡ。今日の資ᩱで山の上の方に、古ቡ

が点々とあるとおっしࡷっていましたが、そ

の通りなんですよ。これは⚾も関心をᣢって

いまして、ㄪたこともあります。古ቡと

か、古ቡが築かれる前のᘺ生時代にあの時期

もྵめて考えて全体的にኴ⏣ᕝの下流域を

ㄪてみると、みなᾏᢤ 100P 㹼 250P の山の

中⭡にᘺ生の住ᒃ地だったり、ᘺ生の㑇㊧が

あったりします。ᙜ時の◊✲者の方々は、高

地性㞟ⴠというのが、ᙜ時、特にす日本でἙ

ᕝの流域に┒んに作られていると言ってい

ました。これはኴ⏣ᕝのỏ℃を避けたという

ことと、㌷事的理⏤というのがあるのではと

議論されましてࡡ、おそらくỴ定的な⤖論

は出ていないだろうと思いますが、高地性㞟

ⴠとしてὀ目されたことがあります。そうい

うところに᭱ึに視点を⨨かれたというの

は、非常に歴史的な⫼景を㐳っているという

意味では重要な視点ではないかと思って⪺

いておりました。だから高地性㞟ⴠというの

は、もう少し᳨ウしてみないと、今回のᡃ々

の経㦂した大土砂災害から見ると、意እにそ

ういうことをᘺ生後期の時期にཷけていて、

その᮲௳から高いところに住ᒃを構えたの

かも分からないし、まあ文⊩もないのだから

分かりまࡏん。非常に想像を㇏かにしてくれ

るឤࡌをཷけました。だからこれはኴ⏣ᕝの

⥳ഃの特Ⰽだけではなくて、全ኴ⏣ᕝであ

ると同時に、全ᅜのᕝの下流に㑇㊧や文化が

あるので、そこらがఱかそういった前後に大

土砂災害➼をཷけた㊧でもあれば、非常に

今ㄪてみたらおもしろいのではないかと

いうことを、ឤࡌながら⪺いていました。ឤ

想であります。

それから᭱後のところで、八木用水のヰが

でましたが、八木用水は元々が災害対策で

はないんですࡡ。出来たのが 18 世⣖なので、

本来は山のᡭの㎶がとんど水がない。ኴ⏣

ᕝは向こうにあり、ᚑって℺₅がከい。ᙜ時

の主要⏘業である農業が、⡿作りができない

ということから、非常にⱞປして八木用水

に水をᘬき入れた。ですから℺₅用水であ

り、ものすごくᕤኵしてある。今の土砂災害

から出るような水は、あそこに入らないよう

になっている。ですから今回の災害において

八木用水がまったく機能できなかった。水

できなかった。全部土砂災害でᇙめられてし

まったわけです。だから 1775 年ごろ、八木

用水が作られたときころ、災害を経㦂してい

れば、そこが上ᡭにࣜࢡできるようにした

のではないかと思われます。今日のヰの中で

八木用水の良いところを避難場所、ちࡻっと

した人々のㄒらいの場にできるというのは、

これは今のままの八木用水ではありえない、

まࡎすぐに土砂災害の場合はやられてしま

う、ᇙまってしまうかもしれないということ

なんですࡡ。それはそれとして、歴史的な⫼

景もᢲさえてあって、しかもなࡐ高い場所に

住ᒃがあったのかなど、ちࡷんとᢲさえてら

れたので、ちࡻっと㦫きました。そういうこ

とでឤ想だけです。

4� 八木用水の⌜でデザインのᡭἲとして、

ᒇ᰿のある空間ということだったんですけ

ど、どうしてᒇ᰿だけでቨがないのかな࠵と

思ったのが一つと、㎷のところにそういった

ものを設⨨してはどうかという提案なんで

すけど、ᕪする場所というのは、Ἑᕝがあ

るということであれば、どうしても災害がお

きやすいということになるので、ちࡻっと▩

┪するかなということをឤࡌつつ、どうして

そういう場所を㑅ばれたのか、お考えをお⪺

きしたい。
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$�1 点目のቨがないのはなࡐかというご指

ですが、一␒土▼流の被害が大きかったと

ころの図㠃を今日はお見ࡏできなかったの

ですが、流れてくる方向にቨを作って、安全

性を向上できるようなところと考えていま

す。基本的には八木用水のᒇ᰿の空間は安全

である方が良いんですけども、安全であるか

ら避難時にそこに␃まってしまうというこ

とは避けたいというのが㸯点と、災害からの

防ᚚという機能をそこにᣢたࡏるよりは、そ

こが᪩期避難時の中⥅地点であり、通過地点

であるという意味合いをᣢたࡏてこのよう

にしています。

2 点目の㎷ですが、やはり᪩期避難をして

もらいたくて、そのようなことを考えている

んですけど、なので災害がࡦどくて通れない

ということの一Ṍᡭ前の避難の助けになる

ことを考えています。

4� ඛど「みちにわ」があった考え方の

ᘏ㛗でえば「かわにわ」というࡩうなイ

࣓ージにつながるかなとཷけ取ったんです

けど、そんなឤࡌで良いんですかࡡ。とても

良い発想だと思います。ありがとうごࡊいま

した。

4� 安佐南区㛗

お♩とឤ想を言わしていただきます。⩚⸨

ඛ生とは㸯年ちࡻっと前、復興デザイン◊✲

体の立ち上げのシンポジ࢘ムを広島でやっ

ていただいて、その時にヰをさࡏていただき

まして、その時は災害が㉳こる前でしたの

で、このような状ἣになると全く想像もࡏ

復興デザイン◊✲体という名前ですの、ࡎ

で、広島もཎ⇿から復興した歴史があるでは

ないかと、広島でもいろいろ◊✲していただ

きたいなという思いをᣢっておヰをしたこ

とがあります。

そのあと㸶月の災害が㉳きまして、被災地

にもすぐに来ていただきまして、関心をᣢっ

て過ごしていただいたのですが、それが大学

の◊✲として今日発表していただくという

のは非常にありがたい思いがしております。

⚾は 3 月までは、復興まちづくりビジョン

を市が作りましたが、その担ᙜをしておりま

した。中㌟としてはいろいろな議論があるか

も▱れまࡏんけども、まࡎ▷期間でまちづく

りのフࣞームを示すということで、砂防ࢲム

の計画と避難路とවࡡ合わࡏた水路の計

画を、将来のまちのフࣞームとして示さࡏて

いただいたというのが 3月までの状ἣです。

さきどのヰにもありましたけど、やはり

砂防ࢲムをしっかり作って、安全なまちにᡠ

して、住んでいただくというのが、広島市の

基本的な方㔪です。そういう意味では、その

フࣞームの中で、今後地域のⓙᵝがどういう

まちにしていくのかといったことを、減災の

こともしっかり考えて、作っていっていただ

く、良い㸲つのテーマだったのかなというࡩ

うに思います。広島市もሗ࿌᭩に少し᭩いて

いるのですが、フࣞームの中の今後のまちづ

くりで地域のⓙᵝと合意形成ができたもの

について、合意形成も市もᨭしますし、合

意形成でこれがいるというような設がで

きたのなら、できるものはしっかりᨭして

いきますとビジョンでも᭩いていますので、

今から、時間をかけて 5 年、10 年とまちが

出来ていくなかで、今のような提案の中㌟

が地域で合意されて良いまちになっていく

というࡩうなことがᮃましいと思っていま

す。そういうことを考えていく一つのきっか

けとして、提示していただいた㸲つの方向性

としては、非常に良い提案であったと思いま

す。
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�� ᭱ᚋのࡘࡉ࠸࠶

東京大学大学㝔ᕤ学⣔研究⛉ࠉ

ᩍᤵࠉ⩚⸨ⱥ

ⓙさん㛗時間にΏってお⑂れᵝでした。学

生のⓙさんが㸲ࣧ月という▷い時間ではあ

りますが、ᙼらなりに非常に一生ᠱテーマ

にᡴち㎸んで、現地にも┦ᙜ通わࡏていただ

いて、考えた⤖ᯝを本日発表さࡏていただき

ました。とはいえ、⚾どもの指ᑟもྵめ、┦

ᙜᮍ⇍な点があったかと思いますが、非常に

ษᐇな地域のᐇを踏まえた意見をぶつけ

ていただいてឤㅰしております。本ᙜにあり

がとうごࡊいました。

⚾たちは復興デザイン◊✲体という名前を

名っていますが、⚾どものඛ㍮にあたりま

す下ඛ生は、広島のᡓ災復興の㝿にわࡎか

㸵名のスタࢵフとཎ⇿がⴠちた直後から現

地に入られました。今ᖹグᛕබᅬに入りま

すと、非常に大きな広場、それからᡓ災のグ

᠈の⥅ᢎという意味で、ᾏእからもከくの方

が㞟まり、そして日常的な空間としても機能

しているᖹグᛕබᅬを目のᙜたりにする

ことができます。

復興の道➽はඛどヰがあったように、地

域・地域で⥳や八木の地区でも非常にさま

まであります。その中でも㦵᱁となる復興ࡊ

の堰堤、都市計画道路、水➼を一つ一つ事

業としてしっかり進めていく。ただ学生たち

が本日提案したのは、それだけではない、非

常にᰂらかいインフラ、地域のつながりや地

域の歴史を⥅ᢎする、用水あるいは小さなみ

ち、㎷に↔点をᙜてて、この地域の復興をᣢ

続的にどうやって行っていけばよいかを考

えてくれたものと思います。

今回の取り組みが、今日、ここだけで⤊わ

ることなく本⏣ඛ生、❑⏣ඛ生、本ඛ生

それから学生のⓙさんと一⥴に⥅続して取

り組んでいきたいと思っていますので、今後

ともお付き合いのどお㢪いできればと思

います。本日は本ᙜにありがとうごࡊいまし

た。
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